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行
い
内
総
務
課
付
排
ト
と
し
て
山
川
ー
中
に
っ
た
川
本
銀
／
七
の
計
手
幹
部
小
、
寺
村
に
け
斗
銀
行
の
叫
ん
川
十
止
を
説
明
し
た
ハ

「
金
融
渋
定
の
川
凶
年
｝

h」
I ~ 
"' 

一
九
九
一
牛
I
ぃ
月
心
勺
ー
員
集
会
の
資
料
で
丸
山
っ
ド
と
市
川
い
わ
れ
る
、
九
一
一
年
と
月
一
一
日
付
正
日
本
銀

ペ
ー
パ
ー
一
環
h
l
心
金
以
ン
ス
テ
ム
開
店
へ
の
対
応
に
つ
い
て
が
絹
載
さ
れ
て
い
る

Z

C
文
書
で
は
、

金
級
機
州
問
、

ノ
ン
バ
ン
ク
す
の
抱
え
る
不
良
資
停
は
多
主
に
ご
匂

す
券
会
付

ルー深川
f
j
広
誌
の
金
削
減
叫
伐
心
行
営
生
化
開
店
主
仔
’
hLL

川
、
ズ
こ

て
お
れ
L

、
近
丸
山
お
け
る
本
国
の
日
ノ
ノ

L
問
題
、
累
積
債
務
問
題
守
と
比
較
し
て
、
現
下
の
わ
け
戸
凹
心
不
v式
債
権
問
題
の
十
代
日
小
さ

は
言
い
切
れ
な
い
円

ま
た
「
株
滴
は
今
、
り
と
こ
ろ
持
医
し
て
い
る
が
、

間
出
同
心
地
滑
は
人
都
小
の
凶
品
葉
山
用
地
主
牛
心

い
と
は

に
乙

K
相
当
期
間
に
1
ね
た
っ
て
関
前
J
t

町
一
叫
を
↓
P
J
相
山
す
る
見
方
が
多
い
と
し
ム
現
状
介
ャ
W
J
げ
か
な
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
上
で
、

－
可

u
q
v
u
p
 

晴
ゅ
の
処
述
J
V
一
進
一
一
会
問
問
、
ン
ス
ブ
ム
問
認
を
鮮
決
1
J

て
い
く
～
l
m
u

民
同
列
ベ
ー
ス
で
の
J
ス
卜

7
・
ロ
己
資
ヰ
調
注
を
最
大
限
院
ふ
〆
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ず
る
が
、
同
一
こ
れ
f
J
b
u力
1
1
廷
が
ギ
才
能
な
余
融
機
民

工
っ
と
主
ハ
同
泊
中

i上下人
4

6
v
i－
－

3
 

（
政
絞
れ
↓
航
機
場
）

に
つ
い
く
は
税
金
保
険

を
供
給
i
る
d

さ
ら
に
、
店
じ
資
本
が
不
足
寸
る
場
ム
に
は
日
什
て
公
的
な
奇
本
ー
ー
へ
の
途
を
間
〈
一
、

一
部
決
等
に
汁
7
、J
良
住
日
ど
押
判

ι 
日川

げ
と
も
マ
ク
口
約
九
六
日
市
仲
介
機
能
低
卜
の
問
題
は
解
決
し
な
い
一
L

／」！レマ、、

公
的
資
金
の
注
p

へ
を
求
め
て
い
る

さ
ら
に
、
一
反
柱
、

例
制
別
問
題
の
処

mJピ
治
め
て
い
く
う
え
て
、
手
〈

m出
拭

t
L
U
ヂ
ー
ん
也
大
き
な
ん
i

ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
」
、
「
例
え
ば
、
ー
か
主
似
段
、
り
資
金
持

助
機
能
一
り
日
川
市
二
勺
っ
て
い
以
救
Y
十
ぷ
湖
核
問
の
介
在
が
荒
川
と
な
る
け
小
、
全
線
機
闘
は
口
ス
心
判
日
λ

り
ス
ク
（
り
汗
川
布
、

ル
チ
ャ
ー
の
抱
え
込
み
等
の
段
ぶ
h

か、コ、
f

川
済
全
融
機
関
と
な
ゐ
こ
と
に
強
い
払
比
一
色
を
一
小
し
て
し
る
）
土
台
、
れ
銀
与
に
口
え

＿，＿、，，
-.1- i) 

必て売？？品。
ζ 守t
L ,;,¥; 
-c J) 
L、よ
るJc~， 
〉り、

字
ク
U

的
公
一
い
い
い
竹
介
機
能
低
F
の
問
題
は
解
決
、
〆
な
い
L

と
〆
て
、
受
日
記
〈
で
融
機
関
わ
γ
ふ
同
情
す
る
こ
L

〈

こ
心
よ
う
に
川
本
奴
r

れ
は
、
金
融
問
認
の
漆
刻
3
J／
｝
止
採
に
認
識
L
、
札
以
上
下
的
、
仏
刻
応
取
が
ず
～
胞
ず
る
で
「
十
六
l
J
胤
谷
に
要
請
し
に
い

た
の
で
あ
る
u

だ
が
、

川
本
銀
行
の
提
案
が
大
人
崎
容
に
八
三
川
入
れ
ら
れ
る
、
｝
乙
は
な
か
っ
～
。

「
ひ
た
だ
際
心
人
J

融
伎
綻
処
坪
に
お
レ
て
も

川
水
銀
行
以
一
定
5
見
識
を
不
し
て
レ
る
〈
八
T
M
省
は
令
融
機
坦
が
経
常
政
絞
ル
ヵ
附
J
J

た
院
に
は
紋
済
合
併
で
け
止
し
亡
命
七
－
そ
の
に
め
成
絞
れ
γ
融
機
涜
の
件
、
は
、
株
主
貝
任
一
ゲ
↓
内
わ
れ
ず
、
む
し
ろ
健
九
金
融
機
関
の

株
王
と
1d
っ
こ
作
を
す
る
と
い
ろ
矛
肩
が
牛
じ
て
い

fh
グ

ヤ

ア

：
e

y
L＼
 

か
ね
て
よ
り
経
一
戸
訴
が
随
ζ
」
い
い
こ
い
た
わ
？

h
信
用
金
肢
に
つ
い
て

払
口
、
人
蔵
お
は
地
ぶ
L

八
千
CMr引
手
銀
引
に
吸
収
台
引
き
せ
よ
う
と
考
え
に
J

し
か
し
、
行
手
銀
訂
は
合
併
に
錐
色
主
一
ボ
し
た
）
日
本
鋲

釜
h
信
金
は
市
ノ
h

持
し
て
、
事
業
だ
け
刊
行
子
鋲
汀
な
と
H

袋
一
一
品
川
波
方
式
が
採
用
さ
れ
る
と
と
に
な
っ

一lJ
ふ
I
A

。、

会

j
u
y

「
は
王
責
任
ピ
伺
ム
ノ
ム
め
に
、

へ
き
と

Ii
張
し
、
礼
町
、
事

ハ九
b
z
U
M
M金
咋
の
市
皆
ノ
け
九
九
一
斗
十
川
片
に
公
表
さ
れ
た
r

u
石
：
銀
行

J7
力
に
地
江
の
六
～
下
級
協
同
問
が
営
業
権
を
攻
得
、
）
、
明
、

の
債
務
紹
過
八
刀
約

ア
メ

J
カ
の
宥
業
銀
い
も
の

円
九
一
億
刊
行
皮
3
岩
1
銀
行
に
胤
守
ず
々
と
い
う
も
の
で
、

Uノ

カ
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処
到
の
際

ι
一
般
的
に
吊
し
い
q

ら
れ
る
P
ゐ
A
～
正
取
し
に
や
り
方
で
↓
れ
つ
つ
－
こ
の
ん
式
に
つ
レ
て

d

日
本
経
凶
新
開

げで

e
Lご

｛

V

ぷ
！

σ
」

て
い
る

す
な
わ
ち

校
済
ふ
汁
併
ト
ケ
ナ
入
は
救
泊
す
る
全
地
検
問
、
二
八
き
な
h
U門
戸
が
か
か
）
念
日
」
レ
〈
か
ら

点
洋
日
制
令
の
尚
一

れ
・
整
市
内
心
過
程
で
山
肌
罪
パ
か
見
え
て
い
た
一
い
わ
ゆ
る

護
送
経
団
方
式

が
、
大
干
銀
行
を
含
め

し

川
戸
川
刊
の
規
律
ー
を
止
へ
わ
せ
た
こ
と
は
、

ハ
ブ
ル
期
以
院
の
数
々
の
が
れ
事
が
武
明
、
し
℃
い
る
ハ
『
金
融
機
悶
れ
常
に
も
市
場
原
川
一
吉
」
と
い

う
の
が
叫
代
心
流
れ
で
あ
る
つ
小
良
金
融
絞
悶
は
つ
ぶ
れ
ざ
る
を
え
！
よ
い
T
／
～
い
う
メ
ヶ
一
ズ
ム
が
必
安
だ
、
ん
l
凶
の
よ
う
に
、
金
制

機
関
の
悶
泊
’
ト
す
け
買
を
、
川
紀
に

μ

た
処
刑
日
方
式
の
採
用
は
、
最
tT
の
旧
制
人
今
口
で
も
大
子
に
t士
。
版
以
合
併
を
阿
る
こ
れ
ま
で
の
〈
主
興
行
政

の
脱
皮
な
意
味
、
之
さ
ノ
」

4
ろ
と
も
出
資
J
r券
の
紡
ぃ
一
分
は
、
全
国
信
万
全
体
法
合
会
が
い
隅
境
、
J

て
出
資
芸
に
返
還
す
る
ご
と
に
、
｝

F

、会」め、

「
株
工
巨
任
」

パノ川
1
1
片
J

主
ハ
い
公
也
山
つ
川
、
4
1
4
j
＼
】
り
こ
そ
、
（
J

J

C
H
L
P
y
t
；

i
、ーゴ
I
t
〆
U

f

h

J

j

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー

は
十
品
判
制
む
は
従
来
心
放
符
ん
じ
併
方

λ
んJ

一
け
で
ん
師
向
忍
を
イ
取
り
切
る
こ

伺
い
ら
か
り
新
L
い
刻
i
Uけ
い
必
佼
ぺ
乙
考
え
て
い
h
l
h

一ζ
は
町
、
っ
か

C
斗
の
ろ
う
口

L
か
し
な
が
ム
ヘ
こ
の
ハ
ナ
ヱ

へ
の
村
山
か
ら
し
て
も
、

ζ 

U: 

－〕こ～
J

ウ

f
L
、

）

7

7

 

は
本
銀
行
は
扶
本
的
な

金
融
問
習
の
処
町
策
を
提
条
し
ご
レ
た
も
正
の

太
一
同
省
に
把
紘
さ
れ
に
た
め
に
実
施
で
き
ず
、
結
出
恥
1

ご
し
に
先
送
い
え
比
に
加
仰
せ
さ

る
を
山
刊
包
か
っ
た
の
！
た
と
い
主
cdJhJ
、れる－

Y

よ
は
い
え

U
本
銀
行
が
と
こ
ま
で
＋
気
℃
抜
本
的
な
い
い
凡
ー
ト
糸
町
実
絡
L
E
う
と
し
て
い
す
に
の
か
、
同
町
札
う
古
川
も
め
る

ム
五
八
！
日
ぺ

Y
T
v

f
一一
j
i
J

犯
己
な
き
過
ち
」

日
相
挑
む
本
陀
は

や
副
総
放
を
勤
口
し
て
で
も
、
政
策
蛇
一
け
に
も
う
と
不
出
作
C
決
意
で
r
d
h
ペ
＃

lよh
k 

確
か
に
不
問
、
り
は
刈
山
に
R
V

っ
て
大
蔵
省
と
、
U
交
渉
に
瓜
ん
だ
が
、

一
平
野
ゃ
ね
井
は
依
較
と
し
て
見

ぱ
一
勺

γ
｝

7

7

p
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会後
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題
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J河t
J告 らよ

しょ,, 
売に

き

「
い
や
は
鋲
は
す
べ
き
こ
と
は
や
っ
℃
い
f
」
と
弁
明
す
る
ー
に
め
の

さ
ら
に
、
」
の
時
期
、

い
し
た
い
銀
行
は
諮
密
－
z
r
h
L
大
片
品
省
へ
公
的
資
金
の
投
入
を
ψ

か
め
る

方
、
衣
J

つ
て
は
会
惚
機
関
の
口
助
努
々
を
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校
訴
し
、
公
り
出
資
令
の
投
入
に
比
対
の
態
度
乞
こ
れ
り
統
一
じ
る
こ
と
で
、
公
的
資
合
が
坊
主
に
投
入
さ
れ
る

HYL
を
、
よ
い
J

抑
し
し
も
乃

と
し
て
い
た
り
て
：
わ
る

こ
の
日
本
銀
行

c
t一片
L
P
J
行
効
に
つ
い
て
は

後
に
許
し
く
倹
一
r
jる

ι 
日川

第一コ
mm

一
九
九
一
年
か
ら
叫
凶
』
に
か
け
て
の
公
的
九
H
金
一
論
議

りつ
'1ニ：

IJ: i士
主千 f、
拾え
v,, fi¥: 
)Jミ権
lぇ 1g1
メ主 題

丈＇＇つ

》て
才7

←亡

し、
ゐ

旧
ぷ

γι

］
一

H
F

「
処
国
を
進
め
れ
ば
公
的
資
’
t
心
一
一
す
人
が
必
安
に
な
ゐ
が
、
」
片
μり
い
相
、
が
そ
れ
を
日
い
山
山

、
）
か
し
一

λ
六
ム
一
年
に
は
、

そ
れ
ま
で
公
的
資
令
の
投
人
に
反
対
、
J

て
い
た

M
R
業
界
か
ら
、
公
的
資
令
の
投
入
町
、
丸
一
め
る
戸
が
上
が
っ
て
き
て
b
た
の
で
あ
る
い

一
九
九

一
年
八
月
に
、
「
公
的
資
小
川
で
助
け
て
生
ら
お
う
と
い
う
の
な
ら
、
賃
金
な
ど
利
川
情
報
を
き
り
ん
乙
公
開
し
て
も
心
ね
な

け
れ
ば
、
川
間
は
刊
行
し
な
い
」

と
発
↓
一
川
し
ζ
山
間
の
喝
f
A
z
V
｝
浴
び
丈
日
経
述
、
以
長
刀
永
野
伎
は
、

平
く
も
九
一
一
年

円
J
r

、hT
A

、

J

I
－

－

 

兆
円
か
ら
一
兆
円
／
一
試
鉾
さ
れ
る
不
良
債
権
の
処
坪
は
金
時
一
際
問
一
の
努
力
だ
け
て
は
難
し
い
り
た
い
」
え
ば
、
農
協
系
金
配
検
坊
に

・
川
相
叫
し
は
早
く
、
打
叩
策
を
不
I
て
ほ
し
い
、
経
JJ

州
心
ポ
、
〆
幽
つ
と
な
る
金
融
、
ン
ス

は
公
約
九
戸
令
の
投
人
を
考
え
て
は
ど
有
か
〈

フ
ム
に
小
ん
な
が
あ
い
九
ば
、
局
、
机
を
し
て
も
ん
切
削
市
川
日
中
山
包
レ
c

公
的
完
全
4
J
V此
J’i
人
、
れ
な
が
ら
、
八
九
ー
は
ま
ず
ポ
ン
プ
を
直

rw一
と
か
大
事

y
b
k

党
円
し
、
公
的
資
金
の
投
人
jhp
段
取
に
促
し
て
い
る

政
党
か
ら
も
公
的
資
金
投
入
れ
f

戸
が
為
が
る
J

一
円
一
日
に
ー
一
以
山
辺
は
、
総
ム
E
R気
対
お
む
住
と
ほ
司
令
市
ぷ
・
主
政
活
性
化
策
と

L

て
、
郎
傾
貯
金
、
飴
易
保
険
、
国
中
バ
ー
～
金
な
ど
公
的
完
全
に
よ
る
件
I
人
講
入
を
単
や
す
ご
と
卒
、
川
以
間
金
融
機
悶
の
藍
川
一
・
統
合
を
推

八
古
川
刷
機
関
心
不
良
債
搾
買
い
取
り
に
公
的
資
金
の
ヰ
ヘ
を
検
討
寸
る
と
と
ー
ピ
政
府
と

1
本
銀
行
に
ぷ
め
る
方
針

9
一

を
固
め
た
と
円
い
道
さ
れ
て
い
る
）

氾
ナ
る
こ
と
に
加
パ

主
主ヤ

の
υふ
で
同
会
議
員
ご
つ
く
る
政
策
集
団
「
、
J

け

J

ス
は
一
月
一
ヨ
に
、

八
兆
円
の
財
政
投
惚
資
資
金
を
減
資

ζ
L
た
泊
保
右
機
能
主
一
一
は
リ
リ
ナ
し
、
合
成
機
関
心
中
え
る
担
保
Tm
動
埜
や
完
込
内
が
あ
っ
た
一
地
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一
ゲ
↓
攻
品
川
炉
実
勢
制
絡
の
八
割
で
賢
い
入
れ
、
公
械
な
ど
に
治
羽
す
る
と
い
工
勺
謎
討
を
発
点

L
た
〈
ぞ
／
μ凡
退
芦
に
よ
る
と
、

一山「

費
や
則
投
合
利
の
品
開
パ
N
t
は
地
価
税
か
ら
沼
市
す
る
2
い
う
J
d
q
お
、
こ
心
提
一
青
山
以
V
J
f
m人
が
中
U
と
立
っ
て
作
氏

L
た
も
の
だ
と
J
O
え

一
月
に
れ
版
し
え
戸
ザ
ド
h
r
L
巾
で
、
す
で
に
、
一
れ
γ
L
R
H仰
の
従
来
ー
ピ
一
れ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
F

mruu
坦
、
品

ら
に
れ
る
や
山
口
何
一
丸
丸
一
一
r

し
ト
レ
政
府
は
恨
聖
ど
っ
た
）

一
月

η
ヨ
に
公
明
党
り
平
川
昭
二
議
日
日
て
一
議
院

JLyh号
交
尚
、
会
て
、
ド
専
一
八
析
に
だ
「
る
部
責
府
県

の
わ
田
川
授
業
協
川
判
合
連
介
会
へ
伊
川
悼
と
か
ら
心
融
資
一
九
「
刊
に
つ
い
と
の
調
査
資
料
な
明
ら
か
に
し
、
「
果
た
し
て
（
信
氾
心
、

E
I
川市

ヌ、パい）

日

U
1旬
は
大
丈
夫
、
か
v

公
的
資
〈
す
を
昌
一
γ
↓
人
「
べ
き
で
は
な
い
か

f
れ
に
対
〆
林
義
郎
I
八
蔵
大

rpは、

［
ヘ
ホ
ペ
恥

と
質
問

γ
穴

、
ザ
い
状
記
だ
が
、
人
柄
融
ン
ス
フ
ム

い
よ
1

J

、
農
協
立
小
も
ん
コ
は
り
以
附
九
り
融
機
関
で
話
、
J

ム
ロ
っ
て
い
る
c

一H
J｝
責
任
ぷ
則
が
菜

本
で
、
公
的
資
、
？
の
AJP人
は
ふ
れ
り
ら
れ
る
ペ
き
で
は
以
い
」

yu
存
え
た
J

ま
亡
、

か
つ
て
は
公
的
資
金
の
投
入
ピ
積
極
的
州
市
政
九
円
？
を
J

吹

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー

一
一
か
な
れ
設
し
い
訂
己
主
任
に
な
る
こ
と
は
股
け
に
つ
れ
な
い
が
、
辺
氏
の
什
さ
ん
に
迷
惑
を
か
日

る
こ
こ
は
な
い
エ
思
う
ー
と
八
ル
ヲ
J

〕
、
公
的
資
金
の
投
入
台
再
定
し
た
。

り
返
し
ζ

い
た
片
沢
喜
一
円
相
も
、

九七の仏品、

設
治
改
本
に
人
々
の
問
調
心
口
移
句
、

〈
「
融
問
沼
パ
v
t一叫ヘ即は

I
ば
ら
く
影
主
将
め
る
〈
六
月

ι。
呂
沢
均
占
的
不
信
任
之
が
ペ
リ
決

さ
れ
、
米
議
院
は
解
散
、

七
月
に
衆
議
伝
達
小
川
日
行
わ
れ
、

八
月
に
細
川
議
黒
人
乞
内
市
川
と
L
U
J

る
連
山
政
権
が
発
足
し
た
〈
細
川
政
権
は

は
ほ
げ
は
リ
バ
］
ど
応
大
心
吹
け
パ
梨
市
川
出
1
C
し

Jr一
予
約
皮
改
革
に
取
り
組
ん
だ

し
ト
し
こ

J
2

1
7

：u
p
 出
制
と
林
川
は

1r
も
に

F
落
吉
続
行
、

A
J

融
機
阪
の
不
良
債
梧
尚
早
凶
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
へ

こ戸つーい

二
人
心
財
界
人
が
細
川
陸
相
古
書
ね
、
主
川
部
門
に
公
的
資
金
を
投
入
す
る
必
山
久
性
が
あ
る
と
進
言
し
た
J

。
月
二
ヨ
に
は
ヨ
ー
小
興
業
銀
付
特
別
一
担
問
の
咋

H
－一

T
が
細
川
、
中
ゴ
J

ね、

ー
金
融
シ
ス
テ
ム
同
病
気
の
に
め
に
思
い
切
「
て
公
的
2
A
R
全

一
昨
、
導
入
す
べ
き
だ
と
い
う
臼
身
の
発
口
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ぶ
を
細
川
の
制
沢

ρ 

L、

王
f← 

一
月
一
円
ヨ
い

付
設
寺
川
談
役
の
斗
結
節
也
子
緒
川

、
政
府
は
銀
行
の
ぷ
良
債
時
ー
聞
説
に
討
し
て
公
的
資
金
の
界
人
な
ど
に
一
。
る
別
決
の
道

（臥y、記、了J''' r3寸己ill日3＜＇ヨυOri.nJ 
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践
を
円
郎
社
衣
川
均
一
ず
る
必
民
か
あ
る
と
進
口
！
？
」
と
レ
ベ
ノ
〈

人
心
長
老
が
一
日
〕
引
に
公
的
資
令
の
投
人
を
求
め
た

守
れ
で
は
当
の
全
域
界
は
、
公
的
資
金
の
投
入
に
つ
い
亡
ど
う
考
、
入
て
い
た

ι 
日川

コ
ご
う
う
山

じ
f

p

z

J

ん

丹
寸

l
刊
行

ト

DrFl主
F

月

千
九
日
判
夕
刊
は
、
株
缶
心
ι芯
落
合
契
機
L

、
市
ぷJ
か
ら
川
氏
的
資
金

c
導
入
や
求
め
る
戸
が
ム

が
っ
て
き
た
こ
1
／
ナ
ゲ
ヘ
次
り
ょ
っ

：、
J
乙

』

λ

〉

て
ー
と

JqJldft一

九
ヨ
に
は
東
一
間
株
川
叫
が
急
菜
、
し

HW4
卜
げ
協
が
一
シ
ひ
っ
川
合

問
問
え
ー
に
つ
ね
に
大
手
都
市
川
瓜
行
や
信
託
鋲
む
の

仏
川
内
い
じ
売
り
物
が
殺
到
し
と
v

こ
れ
ら
口
一
多
く
の
銘
柄
に
は
h
！
日
心
取
J
H
J
終

f
時
点

で
も
怯
が
つ
か
な
い
と
い

、
人
手
一
副
ぷ
幹
部
は
、

小
良
債
権
の
処
坪
に
子
制

「
現
政
持
の
雪
山
気
対
比
一
1

r

、
の
エ
人
間
一
感
戸
、

中
孔
る
会
融
機
関
の
経
営
に
対
ず
る
ヂ
玩
感
に
集
約
δ
れ
た
市
川
だ
」

と
指
摘
、
υ

て
い
る
t

「
＋
川
切
で
は
、

大
相
な
所
将
校
減
税
を

ヲ庁、

w
」
司
I

」

土、
J

め、

本
点
門
的
な
呆
気
対
試
を
お
め
ノ
也
、
一
声
が
強
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、

公
一
氏
さ
れ
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
ド
鈎
ピ
の
ぼ
る
こ
さ
れ
る
合

融
機
却
の
不
良
渋
権
を
償
却
「
る
た
め
に
、
公
的
資
金
を
つ
き
に
込
む
こ
と
や
、
不
討
蛍
の
流
動
化
を
進
吟
る
な
ど
、

い
仏
い

対
策
」
を
安
司
ふ
り
2

る
必
き
J
h
d
M
川
徐
め
て
い
る
」
、
、
い
う
の
で
あ
る
n

ま
た
「
桜
日
新
開
一

ぷ
Y
飢
ン
ス

7
乙

式
投
融
斉
資
金
古
原
資
に
し
2

、A
d
r
な
不
良
川
治
権
買
い
取
h
り
機
認
設
一
υ
な
ど
、

~~ 

的
主主
令
σ〉

;y互
堕 11

宮2＂札:・[ Iイl
：三は
し、一「

る五：iZ
」阪
と界
t長は
て 日イ

L、
h 

万
九
日
に
は
野
村
総
合
研
究
所
が

本
絡
む
は
景
気
回
復
に
は
、

十
日
債
権
問
湿
の
処
珪
rL
公
的
ん
主
人
市
古
活
用
す
る
J

い
ラ
た
抜
本
的
之
政
策
伝
d

必
叫
ー
し
き
る
伐
治
的
リ
ー
ダ
ー
ン
て
ノ
が
不
可
欠
だ
一

と
記
し
た
経
J

阿
見
返
し
ゃ
一
発
去
L

也、ドワ一
h
h

日
新
町
社
』

月
二
九
日
山
刊
朝
刊
に
は
、
ー
地
↑
リ
波
わ
な
ど
巾
小
金
削
減
明
院
に
は

て
す
刺
殺
肢
が
設
【
リ
［
た
i
ハ
同
位
梧
山
貝
取
機
婿
は
事

五
上
、
利
川
市
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
』
と
公
的
資
金
導
入
を
求
め
る
戸
が
如
、
い
ハ
E
R
取
絞
惜
は
、
不
v式
債
権
を
持
ち
込
ん
だ
全

融
機
関
が
、

然一惜山

U
H
い
坂
け
資
’
J

小
中
」
融
資
す
る
引
制
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
拙
資
す
る
体
力
が
な
い
た
め

2
い
う
記
事
も
拘
載

さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
予
銀
行
幻
経
営
石
た
ち
は
、
ぷ
向
き
は
公
的
宮
司
令
の
技
人
に
否
｛
心
的
な
発
ヲ
ヶ
ー
て
い
る
J

合
同
銀
七
高
九
百
戸
九
銀
窃
）
公

:1:,)(}(lt'?i 「、，5 '._3 ・＇凸 8> Iお38 ，，つi['if.liJ



長
の
奥
田
正
斗
川
市

勧
業
銀
行
治
取
は
、
金
融
ン
ス
ア
ム
ハ
ザ
小
安
併
消
の
た
山
町
、
不
良
債
権
処
進
rL
公
約
資
令
を
旬
、
1

ノ
ベ
さ
だ
と
い
二
7

つ
い
一
工
、

一
あ
く
ま
で

b
余
地
機
関
の
戸
い
C
4互
い
い
ド
で
解
決
j
べ
き
だ
と
し
、
公
的
資
金
は
必
申

rp
い
と
心
者
一
え
を
強
調
し
て

『子
7
、
人
了
凶
地
方
銀
行
協
ム
品
会
長
心
川
中
川
M
け
制
以
猿
引
F
M
取
も
、
ー
金
融
楼
慌
の
白
川
州
知
力
刀
が
前
犯
で
、
公
的
資
金
を
為
て
に

す
べ
き
で
は
之
い

Y

ど
の
日
品
開
肝
～
ピ
ー
表
明
し
て
い

と
は
い
え

i
地
取
日
J

の
日
住
化
策
同
つ
い
て
は
、

内
定
的
伝
説
』
ほ
’
V

不
う
じ
て
じ
い
k
h

い
υ

F巨

庁

「
不
動
詳
の
流
動
化
に
公
的
資

仏
を
と
り
戸
も
あ
る
い
巾
＼
あ
く
ま
で
不
動
産
の
凶
役
の
た
め
の
該
論
で
全
！
白
紙
機
関
段
怖
の
談
前
で
は
な
い
J

た
μ
↓
不
動
曜
の
流
勅
合
は

［
土
気
の
問
慢
に
も
つ
な
が
る
、
℃
不
良
依
権
の
処
刑
ι
も
汲
勺
に
ろ
っ
ν

回
以
合
一
体
で
い
澗
仰
で
き
る
索
以
ら
乱
世
川
レ
JJhuh
ノ
」
と

L
亡、

れ
此
崖
の
比
政
化
に
公
的
資
金
を
界
人

T
る
こ
y
、
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
汗
相
川
L
て
い
る
」
ま
た
｛
閉
凡
斗
生
、
「
f

ど
い
債
片
況
の
処
市
川
乙
木

均
単

σ流
動
化
は
、
切
り
雄
！
ぱ

べ
き
：
』

、／）九市一一川
1

い
ず
い

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
こ
の
、
」
ζ

に
コ
い
て
言
明
円
針
路

は
、
一
公
的
資
金
に
脹
れ
ば
、
あ
か
ら
さ
ま
は
以
／
仁
救
済
と
戸
ス
け
取
ら
れ
、
経
，
h
責
任
、
日
及
の

呼
び
ル
h
p
L
K占
り
か

η
な
い
司
と
の
懸
念
が
↓
ぬ
る

一トゲで、

じ
地
取
引
の
川
崎
化
を
犯
す
、
一
と
を
注
目
に
公
的
資
令
を
↓
山
村
入
す
る
の
な

ら
、
銀
行
以
済
と
の
ふ
す
又
け
止
い
方
は
避
け
ら
れ
る
一
と
粁
営
者
ι
；
ら
ぽ
ち
え
て
レ
る
か
ら
だ
と
推
却
し
て
い

一戸
L

一y
r
も
、
「
銀

行
の
た
か
ら
一
八
九
的
支
後
を
ぶ
め
た
、
り
、
止
へ
一
曜
の
批
判
中
お
ひ
る
コ
こ
こ
は
じ
う
と
円
を
悦
ん
で
、
ヤ
以
界
℃

銀
行
m
J
T

仰
い
と
ん
は
作
戦
な
の
ど
一
と
論
じ
て
い

の
ぞ
れ
れ
1
f

U
本
経

4
r訳
出
ド

ち

少
な
か
ら
ね
銀
打
経
引
高
は
六

戸

「～

つ公
的
資
金
導
入
に
ι
賢
岳
、
中
ぶ
し
て
い
る
d

だ
が
、
誌
が
日
責
任
論
～
つ
伝
が
る
の
は
ち
ょ
っ
L

Y

H

と
口
ご
も
る

v
J
7
～hh
小
さ
な

恨
い
紅
い
で
ど

ー
／
細
川
に
公
的
資
金
の
辛
人
J
U
己
主
一
川
し
た
「
中
止
は
点
る
ば
か
れ
子
〔
l

一
」
と
い
二
J

一
記
事
M
d
拘
載
さ
れ
て
い

年
に
公
的
資
金
の
投
入
に
強
く
反
対
し
丈
！
と
さ
れ
る
引
い
石

u
 

m
叩
同
経
同
連
会
長
生
、
土
地
の
流
動
ん
に
の
た
め
に
公
的
資
金
を
使
、
〉
時
期
に
き
て
い
る
こ
発
一
斉
L
て
い
る
。

U
経
連
副
会
長
の
必

斗
寸
業
界
か
、
コ
も
公
的
資
金
の
導
入
を
ぷ
ぬ
る
戸
、
？
出
℃
い
る
r

)L 
}L 

（臥y、記、了J,., 13・1己9!1日39ヨυOri.nJ 
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井
史
秩
父
七
メ
／
ト
会
長
も
、
旧
刊
深
不
動
産
乞
公
的
資
金
で
買
い
」
げ
る
情
怨
に
つ
い
て
、
ー
ミ
ニ
バ
ヴ
ル
を
期
日
日
q

る
υ
戸
も
た
る
、

ν、

足
気
の
底
割
れ
乞
効
ぐ
保
演
の
よ
う
立
も
の
と
考
え
て
い
る
J

主
税
L
と
く
て
J
O
株
式
市
場
に
対
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
4

ン
効
取
は
あ

ι 
日川

と
れ
止
向
い
的
な
見
解
u

ど
不
し
て
い

主
ら
に
政
党
も
刊
行
v

公
的
資
金
の
投
入
を
議
論
し
始
め
た
J

さ
さ
げ
戸
け
河
人
l

新
党
の
上
地
政
策
専
門
委
員
会
〈
げ
在
人
受
口
三
－
ば

一
月
八

u、
不
史
債
権
化
し
て
利
刑
さ
れ
て
い
広
い

i
地
ー
ピ
公
今
地
と
レ
て
買
い
げ
る
に
め
心
特
珠
山
人
1

土
地
質
い
ト
げ
絞

1体

の
創
設
乞
一
税
問
L
z
l
h
に
と
の
機
構
は
、

場
跡
地
や
合
政
機
関
の
担
保
し
」
な
っ
て
い
る
：
地
を
、
財
政
投
mm資
資
金
守
山
い
て
夫

勢
活
日
刊
の
八
円
泥
沼
援
で
田
口
い
上
げ
る
こ
と
乞
い
的
と
ず
る
も
の
で
、
国
百
円
レ

l
げ
z
y
J

十
一
地
は
自
治
体
以
ど
に
売
却
、
J

、
お
日
付
開
発
注

。

ど
に
活
川
一
3
6
1〆
、
さ
れ
て
い
る
υ

ま
行
問
機
構
が
売
宮
九
三
被
る
，
ザ
山
加
は
地
価
引
な
い
r

を
脱
税
に
め
換
す
る
い
）

社
会
z’
比
も
一
丘
川
に
、
U
凶
行
川
景
気
対
策
の
主
庁
t
I
V
｝
主
と
於
、
住
包
・
郊
市
整
備
公
凶
、
他
方
住
弔
伏
給
公
社
、
土
凶
材
派
公
引

な
こ
か
政
政
弘
日
成
資
資
金
を
治
用
L
て
、
金
融
僚
は
が
似
体
心
？
？
る
不
良
貨
準
化
L
ト
土
U
M
を
正
行
取
門
ιけ
し
、
有
効
一
泊
用
を
図
る
平
業
kv
－

創
設
す
る
と
た
っ
業
を
提
ボ
し
た
c

そ
こ
で
は
、
上
地
の
買
レ
一
げ
制
作
柄
は
実
勢
価
格
と

1
、
事
業
が
川
町
主
7

匂
主
で
の
ド
J
H
U
ド
」
が
金
利

分
を
以
成
す
る
も
の

2
さ
れ
て
レ

貯
党
と
に
つ
た
竹
口
氏
！
J
U
L
J
O
二
四
日
に
、

ユ
市
急
総
台
市
民
叉
対
抗
を
ま
と
め
た
そ
こ
に
は
、
公
共
法
設
や
円
ぢ
用
心

l
地
を
碓
叫
す
る

ス
め
に
公
的
資
余
一
一
山
引
い
た

ー利

1
地
利
川
楼
梢

を
創
設
す
る

れ

ー
新
守
党
？
一
。
二
八
ヨ
に
緊
急
経
済
付
策
中
」
丹
、
表
し
た
。
そ
こ
で
は
地
方
銀
汀
平
日
川
市
金
庫
、
信
用
祖
ん
に
お
と
、
り
中
小
金

融
機
関
山
げ
に
不
良
債
権
買
い
取
り
、
ど
た
め
の
機
構
宇
一
刻
設
し
、
そ
の
資
金
に
つ
い
て
は

日
本
鋲
行
が
融
資
す
る
か

財
政
資
金
F

ピ

九
「
オ
ヘ
全
線
機
悶
の
ヂ
良
債
権
処
迎
促
進
の
た
め
一
ヨ
＋
銀
行
の
お
別

ー了

融
資
な
d

）
公
的
資
会
合
）
投
入
す
る
ニ
乙
を
盗
h
込
ん
だ
緊
A

叫ぶ
U
見
対
策
を
発
表
L
1
1
υ

投
入
す
る
と
い
う
索
、
？
一
小
3
れ
℃
い

~－ 

「－
, __ ) 

:1:,)(}(lt'?i 「、，5'._3 -' '!O> Iおむ：ヲi[iif_liJ



こ
の
よ
う
に
芥
政
党
が
が
良
笥
続
処
粧
の
た
か
ノ
に
公
的
資
金
を
投
入
ず
る
ん
ム
を
打
ち
出
し
と
の
に
対
し
、
大
政
有
と
日
本
銀
行
は

反
対
の
立
什
恒
例
d

右
前
き
な
か
ラ
す
に

J
l
i－
 

－ρ
i奇
Fr

一十八哉

金
融
引
ノ
パ
刊
J

公
的
資
金
の
活
川
市
に
期
作
jhvA吐
く
い
る
こ
L

一
に
つ
い
て
、

＼ ←γ 
~ 

f
則
被
慌
の
伝
失
合
公
的
資
金
て
f
八
涼
め
す
る
よ
う
な
形
を
果
た
［
て
凶
「
え
が
納
得
ず
る
の
か
」

F

銀
行
］
一
叫
幹
部
）
と
比
時
占

で
は
否
定
的
と
い
う
記
事
や
、
大
蔵
省
銀
行
吋
は
公
的
資
金
の
投
入
に
つ
い

f
1
「
い
わ
ば
金
融
機
関
へ
り
損
失
補
て
ん
み
に
い
た

主ち、b

の
で
、
凹
え
は
一
一
計
Y
J
と
い
て
ろ
う
と
山
根
的
で
あ
り
、
大
蔵
省
内
で
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
安
易
な
紘
一
伊
は
、
金
孤
機
関
が
着

ρり

の
努
ゎ
刈
寸
一
川
慣

1
2ノ
と
の
以
対
論
が
強
い
と
い
λ
ー
記
事
が
仰
向
戟
犬
、
れ
て
し
る
c

栄一一張限↓
P
J

友
会

手、

γγ
～
リ
ス
ト
ラ
（
士
山
下
子
、
の
山
口
構
築
一

閉
会
で
は
政
対
的
久
L
へ
い
胤
ト
八
日
日
小
、
不
良
債
悼
の
臼
保
小
助
曜
の
処
刑
唱
に
つ
い
し
、
「
念
級
機
関
の
目
」
｝
努
力
で
処
闘
す
一
る
の
い
引
ぷ
ぷ
」

／）怯

FFlL
て
い
る
。
ま

す

九

人

MH
朕
次
郎
大
蔵
事
務
次
巨
J
u
u

、
3
き
が
汁
じ
本
新
t
見
の
l

羽
川
片
い
卜
げ
出
内
川
同
の
設
F
2朱
に
つ
い
て
、

資
金
は
安
令
、
路
実
、
有
列
な
運
用
が
長
本
。
頁
勺
ん
f

d

の
こ
土
地
の
泡
述
を
ど
う
す
る

η
が
問
題
で
、
実
際
に
は
雑
L
、
話
ん
〕
」
与
一
台

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
定
的
は
じ
F
L
併
を
不
し
て
い

月

日
（主

（臥ぷ法、了J,., 13・1 91! 1日1 ヨυOri.nJ 

こ
の
よ
与
に
十
八
歳
省
は
一
貫
し
て
公
的
資
金
心
投
入
に
反
対
し
続
日
て
い
る
n

ま
し
i

川
右
鋭
行
J
O
、
大
蔵
省
と
一
同
じ
挫
山
で
特
融
に
五
史
的
た
一
、

－
収
時
山
’
で
は

不
良
川
川
f

権
処
町
の
た
仇
め
の
円
相
蹴
特
融
に
つ

レ
亡
、
引
川
刑
者
社
）
何
の
検
討
も

L
c
h
w
k

と
、
合
融
機
買
の
i

一
助
努
わ
ん
乞
求
め
る
従
米
の
方
針
主
加
し
ご
w

L
一
と
叩
じ
ら

れ
て
い
る
J

さ
ら

r
ニ
主
貯
総
ぷ
｝
一
川
河
が
、
公
的
資
へ
す
の
投
入
を
川
政
に
TUえ
い
ヲ
る
発
一
戸
を
繰
り
出
し
て
い
る
F

民
U

内
J
刊
訂
連
合
会
心
ー
一
T
F
N収
会
長
け
炉
、
公
的
資
金
L

よ
る
令
刷
機
慌
の
不
良
債
権
f

川
市
一
化
E
E古
川
出
し
た
C
に

し
て
、
「
（
〈
芯
融
γ
ス一プ

ム
心
安
定
は
）
鋲
行
の
口
己
吉
、
日
に
と
僚
主
企
業
へ
の
貸
し
出
し
を
増
や
「
こ
と
て
議
ば
す
べ
き
だ
」

まーに

レプ

し、

汁

ん
は
リ
心
一
同
以
宇
公
見
で
は

不
良
債
権
心
処
理
に
公
的
資
人
ヂ
ピ
活
用
す
る
情
態
に
つ
い
て

「’
t
融
機
関
は
円
己
主
任
原
則
に
基
づ
い
て

設
ト
ヘ
限
の
向
防
相
汚
力
を
す
る
一
ご
と
が
大
前
提
だ
、
「
公
的
資
金
の
界
入
を
ノ
川
提
y

げた一一以前
lpLツ
っ
こ
を
r

は
、
川
町
で
な
い
」
と
訪
り
、

金
融
機
関
の
白
ム
的
な
J
ス
ト
フ
ポ
マ
注
さ
れ
る

γこ
が
f
v
m
抗
条
れ
い
で
あ
れ
ば
、
公
的
資
金
の
写
↓
へ
も
検
討
課
題
に
な
る
の
で
は

L
r
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レ
ト
ー
質
問
に
対
し
て
は
、
一
Z
L
h
1

レ
う
も
の

メ
ヤ
融
筏
関
心
口
助
努
力
）

と
叶
八
V
え
て
い

が
な
汽
れ
ー
れ
ば
h

づ
く
ん
じ
れ
一
ぱ
レ
で
す
か

初
日
町
田
と

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
も
一
長
野
は
、
一
不
良
川
止
慌
の
処
理
は
金
政
機
関
が
点
、
ド
工
的
な
努
刀
て
、
と
い
う
の
が
た
前
祝

ι 
日川

で
ず
コ
政
策
は
人
ナ
一
れ
ど
後
押
し
す
る
形
で
z
川
崎
か
一
松
宮
す
る
れ
ん
で
、

とゲ内、ぇ

公
的
資
金
む
古
人
宇
、
川
提
ー
い
ず
べ
き
で
は
み
の
ま
日

fi
、、ヲ
hu

v
L
J
 

し
か
し
な
が
ら
伸
一
ウ
ワ
党
は
、

総
ム
ロ
叫
が
↓
治
対
日
市
引
の

殺
と
し
て
上
地
買
い

i
け
椛
闘
合
初
日
日
し
下
て
つ

2
動
い
f

札
礼
一
戸
”
梓
れ

に
は
述
立
告
げ
～
の
地
問
題
担
当
者
主
メ
ン
パ
？
ー
と
ど
ん
l

地
恥
住
宅
ブ
ロ
ン
ク
ト
チ
v

ム
が
党
τ十
三

4
明
け
か
ら
協
議

Jr始
め

丈

乃汁一♂」、

し

守

の
た
た
戸
ム
ロ
と
〆
て
T
V
卜
し
た
り
が
、
ね
殊
法
人

nv

他
買
い

1

市

ν
、
財
政
投
融
資
資

公
明
、
会
削
機
関
の
担
保
に
な
っ
て
い
る
泡
な
ど
を
、
実
勢
価
札
の
八
託
料
定
立
川
H
い
取
り
、
引
右
一
J

ス
卜
や
完
却
訟
が
凸
た
ぬ
合
は

公
的
資
金
で
地
入
と
ど
つ
も
心

μ～
っ
た
」
。

L
川J
し
公
川
川
山
見
苅
係
者
向
I

、

へf
同
問
機
引
を
功
行
る
ん
一
め
に
公
的
資
金
を
む
九
日
と
J

う
こ
ら

で
は
出
品
り
料
符
」
／
一
川
行
、
つ
札
な
い
1

／一反川町

L
た
u

ま
乙
オ
プ
ザ
パ
／
一
し
て
奈
加
し
て
い
た
ん
反
省
の
担
当
者
が
、

で
は
、
白
り
引
な
不
良
債
権
の
処
坪
に
よ
っ
て
、

二
午
ご
め
〆
一
ゐ
っ
く
か
ら
、
叫
が
た
な
山
口
い
ヨ

」
と
，
以
山
口
ん
φ

かを以「此

得
し
た
C

同
一
こ
の
結
果
、
ー
土
地
買
L

一
心
新
設
場
怨
は
中
白
心
経
治
対
策
に
は
盛
h
r
J
心
ま
れ
な
勺
ん
っ
た

ι

返
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
マ
」

九
九
回
午
二
月
十
台
U
U
d
に
よ
る
と
、
人
H
M
崎哲也川、

市

K
I
F－…

i
f
4
 

ー
地

H
い
戸
川
げ
附
品
川
川
明
日
設
げ
さ
れ
る
と
、

流
批
判
い
が
岐
市
し
か
ね
は
い

、
ιー
一
い
が
い
の
銀
行
の
不
良
債
権
処
理
は
’
h
助
努
刀
で
片
が
つ
く
、

刷
出
血
で
さ
な
い
銀
行
は
今

計

2

1
っ
I
、〉定歩

Z

J

P

I

l

i

－
 

ヲ
げ
れ
に
、

資
金
州
市
民
が
な
い
バ
一
け
だ
、

小
山
弐
釘
憶
に
上
っ
て
貸
し
渋
り
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
は
い
、

と
い
っ
つ
土
地
同
い
取
り
機
関
設
β
総
志
の
中
心
人
一
切
で
あ
つ
に
昔
何
人
は
、
「
有
伶
（
U
拡
抗
が
強
く
て
と
嘆
い
ヒ
と
い

1』ー

〕ウ
dJ
？
乙
ー
も
、
予
」
幻
時
印
刈
に
よ
均
買
い

l
げ
機
関
が
設
件
十
手
れ
て
い
れ
ば
合
成
問
起
は
簿
決

L
て
い
三
の
か

t
い
え
ば
、
そ
れ
は
疑
問

:1:,)(}(lt'?i 「、，5'._3 ・' '?2: Iお＇2 ，，つi[iif.liJ
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で
あ
る
c

長
世
京
子
や
政
均
は
、
円
J

紋
の
小
口
百
祢
慨
に
よ
コ
て
銀
行
の
信
用
創
ゼ
宏
明
’
泌
が
聞
か
ず
、
巾
小
企
業
ヘ
融
資
が
行
わ
れ
な
ぐ

な
三
ペ
、
る
こ
し
〈
が
不
況
の
原
凶
で
め
る
と
考
え
た
わ
そ
し
こ
小
屯
一
山
村
憶
の
処
市
川
げ
が
一
巡
ま
な
い
の
は
、

ら
て
お
り
、
ー
地
の
山
動
化
を
促
准
ず
る
成
長
が
必
耐
久
九
だ
と
さ
え
た
へ

ー
地
取
引
が
停
滞
し
て
い
る
》

ー
地

μ
い
し
げ
磯
山
一

む川、成明也んは、

ー
地
lw
山
一
刻
化
恥
C
ひしど

コ
バ
一
ツ
に
の
で
あ
る
υ

J

、
み
〆

f

、一山ハ
μ

、i
d

巡
日
ダ
イ
「
モ
／
k
p

は
、
上
地
買
い

i
げ
戦
闘
を
設
出
し

2ば
f七
ど

iユ

ト

；；，~ 
印j

し
て
い
る
ν

オ
な
わ
ち
、
「
F

上
地
神
高
市
d
h

付
上
旬
、
ぺ
e

上
地
の
仙
他
は
い
ず
れ
値
上
が
り
を
期
待
す
る
キ
L
L

ピ
タ
ル
う

f
ン
的
党
相
、
か
ら
、

そ
の
e

L

地
な
利
目
す
れ
ば
と
れ
ほ
エ
の
利
ぷ
J
t
lげ
ら
れ
る
か
と
」
う
以
治
法
一
心
法
ヘ
山
手
ハ
J
り
つ
つ
あ
る
い
を
の
！
日
以
一
件
で
一
口
え
ば
、
都

心
の
商
業
取
は
ま
だ
z
H

叫
い
っ
川
場
原
遣
に
則
っ
て
説
此
じ
に
一
コ
ノ
る
ナ
μ
ょっ、

仕
入
れ
日
仰
は
氏
く
抑
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
つ
な
い
ロ
必
域
、
的
に
、

持
ち
λ

や
む
だ
銀
行
ピ
は
多
初
日
売
却
ロ
丹
、
償
却
が
代
丸
井

1rる
。
特
に

i
泊
予
流
説
化
1

川
知
め
孔
い
い
、

現
l

付
心
地
怖
は
設
と
ん
組
、
が
れ

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー

短
民
的
に
は
以
行
の
不
九
市
ペ
権
は
」
弘
ド
八
一
αJ
るの～ー～」。

そ
う
な
る
；
、
投
牛
へ
の
衣
出
化
J
V
と
姉
っ
て
、

似
は
買
収

一αノ
る
江
川
町
村
が
ぬ
い
ハ

い
り
後
涜
か
で
き
と
も
持
ち
込
ま
な
レ
銀
行
も
か
グ
い
だ
ろ
う
c

こ
f
は
、

て
恒
出
銀
行
の
体
h
M
と
粁
込
判
断
の
門
店
1

」ーに
c

償
却
凡
悼
ん

の
お
る
大

T
銀
行
は
、
不
良
資
ん
惟
ハ
ノ
処
稗
方
法
の
っ
と
し
C
利
川
し
、
財
務
を
改
宵
L
C
レ
く
だ
ろ
F
7
r

－
L
l
m
ヘ
杭
益
水
根
も
低

く
、
有
侃
升

Jfけ
円
以
尚
も
小
ざ
い
巾
小
金
泊
機
関
に
は

利
問
川
位
パ
か
と
い

小
I4一
債
権
ど
す
べ
て
処
血
「
る
J
債
務
詔
過
に

陥
っ
て
し
ま
う
銀
行
は
こ
ろ
々
に
る
と
見
ら
れ
る
F

こ
れ
が
、

、U
A
J
揃
ン
ス
一
ア
ム
の
民
大
C
不
安
で
4
0

ぞ
Q

一
一
だ
子
ら
、
共

同
信
桜
買
収
終
怖
と
川
じ
く
、

日人J
に一日い山川江い山斗
ιた
h
いもい

う土
の帥
で寅
,l', ',' 
る日；，ト

際
問
ヲν

設

も

鋲
行
問
此
川
y

十ケ
ι
広
げ
る
方
向
に
利
用
「
す
る
と
一
コ
て
い
い
J

r

d

叫

そ
ち
そ
3
0
逮

υ勾
J

記
の
土
地

υ
ン
L

J
ノ
ト
J
ぅ

i

ム
の
長
終
末
は
さ
告
が
け
1
4
判
記
一
一
、
す
な
わ
ち
μ
斗
直
人

な
う
ー
だ
ー
も
の
で
あ
る
ラ
仔
は
一
地
買
い
上
げ
機
構
刀
…
点
止
に
コ
い
て
、
次
の
一
て
フ
に
諮
っ
て
い
る
J

高
齢
化
付
会
仁
そ
主
任
え
し
作
宅

（臥y、記、了J,., 13・1 93! 1日3 ヨυOri.nJ 
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一
ゲ
↓
つ
く
り
、
都
市
改
注
目
ゼ
「
ず
ぬ
る
に
は
、
j

口
、
川
体
が
土
地
ん
と
先

h
収
得
す
る
こ
と
が
必
建
一
ー
マ
モ
u
d
H
味
で
、

い
ま
は
d

干
し
市
ン
ス
－

山
い
需
拡
十
九
に
つ
江
が
る
、
一
銀
行
心
開
腹
も
あ
る
J

こ
の
両
刀
官
隊
法
ず
る
の
が
こ
mv

一
コ
一
促
金
利
政
恥
に
よ
わ
、
銀
／
れ
は

認l
政
策

、
:1:,)(}(lt'?i日＇.＿3・' '!" Iお1c引＂－＂

ι 
日川

ぺ
叫
ん
大
な
利
益
ど

T
に
L

見
え
な
い
公
的
助
成
を
行
て
い
る

ぺ
ト
刀
で
は
正
利
用
心

l
地
か
一
白
兆
円
も
指
え
て
、
口
M
h
A
心
足
を
引
っ

振
っ
て
い
る
J

体
力
い
引
の
る
ト

7
1抱
し
、

一
千
け
が
て
地
価
は
回
復
す
る
と
踏
P
U
ご
い
ャ
色
、
「
私
、
り
惜
椋
は
こ
れ
を
齢
き
ほ
ぐ
し
、

似
合
が
円
的
で
取
「
日
さ
れ
て
き
ヒ

f
地
F

ピ
、
利
用
収
υ
叫
ん
乙
基
河
川
い
地
利
が
決
ま
る
け
村
組
人
に
設
え
、

流
動
化
さ
せ
る
っ
ユ
」
心
計
来
、
公

V
4
J
品
川
川
｝
守
パ
μ
ム
『
九
日

L
F＼

J

、

チ小
l
f
t
Jん

hv
ノ
h

八
%
円
召
［
ハ
う
の
を
め
ざ
1

V

士
す
、

主
主主
むf

vコ
た
71 

そる
;h, ;,, 
Yに－ ' 

返す,EJI v 

1ド n1
手校
治F

j 

乙L
Id'. ~ 

'J iζ 
とブ
i 丹
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地
柄
は
さ
ら
に

f
併

F
る
で
市
〕
ご
っ
、

こ
え
ノ
ノ
た
発
ニ
円
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
竹
内
川
河

みホ旬以一ずむ人文円
L
7
J、】、

；
？
？
i
i
r
j
く

訂
pu
旧
外
が
l

泡
今
一
山
川
村
し
、
そ
の
l

泡
を
や
い
効
利
川
ー
す
る
と
い
っ
討
に
関
心
が
あ
っ
た
〉
一
思
わ
れ
る
υ

菅
は
か

ね
て
士
り
j
地
問
題
を
↓
ブ
イ
守
ノ
ワ

i
ク
こ
し
て
お
り
、
祁
作
に
お
け
る
上
地
の
有
効
利
用
と
白
f
M体
に
ふ
る

i
抱
取
ね
と
や
主
張
し
て

い
に
。
斗
ら
り
か
ね
て
か
ら
の
持
論
を
、
金
融
問
題
乙
持
述
づ
け
る
こ
／
二
、
実
刈
ノ
ポ
h

寸
7
ζ
し
て
い
た
の
だ
と
考
ス
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
不
良
債
権
問
窓
ケ
伐
山
決
ヲ
る
に
は
不
分
な
も
正
で
z
の
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
業
汗
や
設
界
か
ら
は
1
地
買
レ
一

っ
く
打
、
乙
て
こ
に
公
的
資
、
玉
吉
道
一
J

入
す
べ
き
に
と
主
張
さ
れ
に
こ
こ
、
、
づ
ら
に
ヰ
一
仏
与
？
比
J

パ
で
は
、
銀
行
救
討
よ
り
も
山
泊

仏
の

1
地
取
但
付
レ
〈
｜
地
心
有
幼
利
用
に
強
い
関
川
】
乞
抱
い
て
い
た
十
守
口
む
支
が
門
官

lrn決
と
な
っ
す
た
こ
と
か
ら
し
て
、
当
叫
の
作
業
引
い
や
絞

烈
い
い
金
制
問
題
の
実
品
、
日
で
卜
分
に
は
一
己
識
で
ふ
ぎ
て
い
は
か
d
J

七
の
だ
と
MKGえ
ら
れ
る

な
ぜ
な
ら
応
業
界
や
政
界
は
、
全
日
削
減
叫
絞
り
不

良
債
桜
が
争
え
の
凶
r州
m
h
q
L

問
害
し
て
い
る
と
い

っ
て
い
た
け
れ
ど
J

へ
と
の
小
泉
信
花
に
よ
っ
て
金
H
刷
機
関
が
ん
れ
い
i

破
絞

す
る
と
い
う
事
態
ま
で
は
恕
定
い
ず
お
ら
ず
、
さ
ら
に
金
融
機
関
の
被
J
Y
K
に
絞
え
て
舷
絞
処
周
の
枠
組
み
や
幣
儒
ナ
る
必
要
が
あ
る
し
、

い
う
こ
と
ま
さ
は
ま
っ
土
く
去
ワ
席
、
）
て
い
な
し
F

っ
た
か
ら
で
あ
ゐ

一
方
、
常
…
JM問
一
訟
の
深
刻
さ
を
分
に
認
識
1

）
て
い
ん
J

況
は
間
関
係
討
か
ら
は
、
会
問
問
遣
を
別
決
す
る
ナ
ー
の
の
地
切
な
本
が
、
？
張
さ



れ
る
よ
う

ι
は
っ
て
L

I〈

日
本
銀
行
が
大
厳
省
に

p
又
け
川
銀
／
什
の
設
置
と
公
的
資
金
の
投
人
士
安
請
し
L
い
た
戸
、
と
ぽ
1J
で
に
人
間

じ
七
〔
三
二
九
九
ニ
立
i
l
月
に
山
山
川
さ
れ
た
日
本
経
尚
一
一
脳
内
社
一
編

銀
行
不
倒
神
話
の
崩
壊
込

で
は
、
次
mv
よ
ろ
な
筑
次
分
析
し
f

一統

て
い
る
d

す
た
わ
点
、
ー
銀
行
事
F
A

ウ
体
C
H仲
川
υ
が
弱
る
中
JL
、
こ

で
の
よ
う
に
経
営
破
絞
銀
行
を
大
ず
れ
が
紋
泌
す

る
と
い
う
従
来
の
子
法
が
限
界
に
き
C
い
る
」
っ
っ
か
営
心
f

ン
刊
ル
ク
ン

i
会
社
、

マ
y
キ
J
r
f
l
り
一
ア
ィ
v

ケ
タ
ー
で
あ
る
長
何
時
性

二
氏
は
、
競
争
の
激
化
同
よ
る
利
サ
ヤ
の
低
い
と
不
良
債
権
問
開
店
で
絞
dh
の
存
絞
が
芯
ぶ
ま
れ
る
鋲
行
予
、
九
二
f

今
月
決
算
ベ
ー
ス

で
九
回
抑
制
汗
円
斗

i
一
行
の
ム
ち
了
丁
凶
行
い
の
ぼ
る
2
一
行
人
ノ
」
、
「
こ
れ
ら
の
合
線
機
関
が
す
べ
て
片
手
残
コ
た
ま
ま
で
、
現
引
の
た

融
危
機
乞
J

…、りド州、
λ
る
の
は
千
可
能
と
し
い
コ
て
日
出
い

「
政
削
・
白
銀
が
対
症
療
法
少
一
繰
り
返
す
う
ち
い
、
資
謹
一
f
7
ン
の
圧
ん
が
日

士
り
、

A
Pき
り
の
7

ス
ト
が
地
し
て
い
る
〉
市
志
川
間
以
に
柄
止
め
を
か
け
る
方
法
は
あ
る
の
か
」

十与
i主

の
？
”
～
一
一
な
い
ん
す
間

桜
丸
を
主
連

γ
る
ほ
か
白
い

n
iい
祁
叙
の
企
両
担
当
者
は
、
こ
う
一
泣
い
切
る
。
米
「
ん
の
で
η

ピ、

UU引
い
が
殺
綻
し
に
金
融
機
訓
の

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
資一昨
JY
処
分
す
匂
一
一
攻
r

一
託
公
社
（
R
1
c

と
も
に
、
納
金
保
険
機
叫
併
を
強
化
し
亡
納
金
者
保
認
を
図
る
の
刀
、
ル
一

の
前
～
九
に
な
る
c

一
川
和
淑
R
T
亡
の
設
，
v
一や公い市
i
d

資
金
の
投
入
九
A

工
只
剣
に
与
え
る
べ
き
枝
市
に
一
ざ
と
司
ブ
ハ
。

二
、

h
7

コ

J

L
う
じ

一h
u
九
一
一
今
一
ヘ
月

C
日
の

一
日
川
村
合
雌
新
町
」
に
は
、
車
匹
、
林
中
金
総
ム
円
引
究
所
が
、
破
綻
［
た
中
小
令
融
機
時
の
桧
町
内
、
川
以
済
方

院
に
つ
い
て
刊
本
と

r
fソ
力
士
比
較
す
る
レ

f
l
、
主
主
と
め
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
J
z
m
v
レ
ポ

1
、は、

5
改
し

に
対
［
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
門
街
の
財
政
資
金
主
投
じ
て
告
別
不
安
心
拡
大
吉
灼
い
だ
冶
起
と
検
一
止
し
、

一
わ
が
凶
で
も

主
税
、
ン
ミ
テ
ム
の
安
ハ
じ
性
確
ω
怖
心
た
め
公
的
資
金
4
7へ
な
ど
従
来
と
異
な
っ

f
幣
迎
、
救
済
日
策
を
探
る
民
間
が
ry想
主
れ
る
」
、
「
米

国
が
主
刷
、
J

7
、
テ
ム
の
不
安
来
り
切
り
の
に
め
同
夜
つ
ヒ
エ
干
い
い
は
わ
け
小
凹
の
中
小
金
融
終
闘
に
と
｝
て
ぺ
j
山
べ
き
占
山
が
多
い

一いしい｛剖山イ

）

J
t
 

し
て
い
る
と
い

以ご

PJ日

ほ
こ
い
し
に
は
、
将
済
学
者
を
ー
一
心
、
二

L
T民一
I

集
団
「
政
策
情
想
ブ
ォ
、
ソ
ム
」
が
、
自
力
で
け
を
つ
自
れ
そ
う
に
ヨ

（臥y、記、了J,., 13・1 95! 1日。ョυOri.nJ 
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レ
主
融
機
関
は
、
〈
市
融
中
I
M
C

を
出
し
C
円f
め
に
い
収
済
合
併
さ
せ
、
不
良
債
権
は
専
門
守
公
社
が
れ
い
山
町
資
金
で
買
い
十

閉山川（九叩ヘリ一

げ
処
理
i
る
と
い
う
娘
一
斉
を
延
長
し
て
い
ノ
日
：
フ
ィ
！
？
ム
心
待
川
和
労
東
大
教
授
ら
の
武
骨
て
は
、
九
一
午
一
月
期
決
罪
て
み
て
、

ι 
日川

都
銀
長
信
州
政
信
託
銀
ム

l
一
行
の
う
ち
一
わ
が
、
株
む
か
み
採
や
t

ド
し
資
本
ピ
げ
で
は
不
良
治
権
を
償
却
し
き
れ
な
い

J;I;_ 

鋲

第
一
地
町
引
の
戸

ー
九
行
に
い
に
つ
て
は
、
半
分
泣
く
が
そ
っ
い

と
い
ぶ
し
提
一
門
は
、

八
つ
手
代
内
金
融
機
関
、
り
倒
産
が

相
次
い
だ
米
凹
の
例
ど
礼
て
也
、
経

dkρ
悪
化
し
た
金
融
機
関
J

古
川
県
哩
に
存
紀
さ
せ
る
ほ
ど
、
必
出
品
と
公
的
資
金
（
り
額
が
J

叫
叶
え
る
」

r

し
て
、
金
融
機
関
を
選
別
、

t

u一lめ
に
笠
則
一
ず
る
必
M
7
付
山
吹
政
調
し
て
し
る
c

こ
え
ノ
ノ
た
意
見
守
炉
内
札
場
v

て
い
る
こ
と
か
ら
乞
明
ら
か
た
よ
う
に
、
金
融
界
お
、
呉
川
会
似
問
題

い
人
々
は
、
金
融
機
関
心
仮

い
呪
い
池
辺
枠
組
平
を
整
備
し
、
公
的
資
金
を
投
入
す
る
こ
乙
が
必
要
だ
〆
一
認
識
し
て
い
ん
に
と
考
え
ら
れ
る
υ

し
か
し
、
会
以
問
題
の
深
刻

さ
を
最
？
予
す
、

i
u
o
v
場
に
あ
っ
た
大
茂
吉
と
川
本
銀
行
は
、
戸
、
う
じ
ん
一
れ
置
の
実
施
に
臼
げ
て
動
く
と
こ
ろ
か
、
全
融
綴
坊
の
け
寸
均

努
力
を
強
九
附
し
て
公
的
資
金
心
投
入
に
反
対
し
続
日
小
人
。
太
蔵
省
銀
行
同
な
こ
は
、

中
川
以
の
み
な
さ
ん
が
一
守
さ
な
い
で
し
ょ
う
っ
、

一問、つノ

公
的
資
金
の
尋
人
ζ

い
っ
た
J

て、

U

い
い
ら
、

い
わ
ば
金
融
機
坦
へ
の
沼
失
捕
P

L

ん
み
た
い
ん
占
も
の
で
、

沼
一
応
ハ
は
詳
さ
な
い
司
た
ろ

な
ど
と
、
自
ら
公
民
賃
金
U
仏
何
人
を
難
し
く
「
る
よ
う
は
が
究
一
円
さ
え
し
て
レ
る
c

十
八
夜
占
は
公
約
一
首
令
官
ど
う
し
て
も
投
入
し
た

く
は
ん
か
っ
た
♂
で
あ
る

第

京
北
二
銀
行
り
ん
U

川
町
総
括
U
U

一
メ
の
牛
、
fL

i弓

一
北
凡
凶
叫
に
な
っ
て
も
λ
蔵
省
は
、
一
片
ハ
リ
川
け
仕
出
悶
唯
な
金
融
絞
悶
を
掛
け
産
さ
せ
す
に
他
心
金
融
機
関
に
政
治
ヘ
U

併
ν
ご
せ
る
こ
と
で

ι
！
融
ン
ス
ア
ム
の
安
ど
を
附
る
と
い
う
や
れ
ノ
ト
々
い
同
伏
し
て
い
九
人

一
一
片
八
ヨ
に
犬
点
省
は
、
ー
令
感
慨
関
心
不
良
債
権
問
題
に
つ
い

とコ
7
1
J
r胃
i

v
σ
f
u
l
u
－
－
治
l

を
人
北
武
L
て
い
る
υ

そ
の
冶
川
叫
に
は
、

絞
本
的
な
活
M
U
化
J
V
一
凶
る
絞
｝
円
’
か
ら
、

会
融
隊
関
心
総
出
を
川
新
ー
ヘ

:1:,)(}(lt'?i 「、，5'._3 ・' %: Iお＇6，，つi[iif.liJ



3m止7
J古
浜
択
す
る
令
融
機
誌
に
対
し
て
は
、
そ
の
円
滑
な
五
現
の
た
訟
に
！
月
と
し
て
も
司
能
な
限
打
ょ
っ
J

夜
、
協
力
主
行
う
一
、
「
従

件
円
三
車
十
九
円
十
回
錐

r
山
町
し
す
に
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
徹
氏
L
た
巴
い
助
努
刀
主
川
流
に
、
青
山
金
h

以
内
吠
検
楕
L

よ
る
つ
自
等
ハ
の
資
A
J

己

点
目
助
公
ど
心
ふ
ん
片
ひ
治
時
日
必
沼
な
山
町
世
を
講
じ
て
い
く
も
の
と
す
る

と
い
う
よ
う
に
、
合
併
の
支
殺
が
降
り
込
ま
れ
て
い
た
F

句
ご
し
て
大
詰
ほ
お
が
、
こ
り
行
政
指
針
に
沿
っ

f
中
小
金
融
機
悶
、
り
サ
ー
さ
残
け
恨
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
位
向
付
け
、
続
押
し

し
た
の
が
、
京
北
地
仁
寸
え
り
第
二
地
銀
一
一
行
口
一
台
持
て
あ
る
〈
」
同
月
ベ
ノ
ヨ
ι

北
1
4銀
行
、
低
限
、
J

ア
ィ
銀
行
、

九
斗
午
一
月
一
リ
ゴ
ピ
台
併
、
J

て
行
名
主
1
υ

成
銀
行
、
と
λ

ペ
ミ
き
と
な
王
E

人
に
九
九
十
品
工
一
同
域
、
岩
了
、

uJげ
の
一
一
見
ー
に
ま
た
が
る

異
例
の
合
か
で
、
第
一
地
銀
の
2

一
ざ
伐
わ
位
一
で
あ
る
の
ζ

同
時
に
、
叫
ん
、
日
不
振
の
徳
悶
ン
テ
ィ
銀
行
を
紋
治
す
る
点
、
の

h

一
心
今
二
千
台
引
に
け
刊
し
、
北
じ
本
銀

prの
従
業
員
組
仏
「
ん
の
段
引
元
川
林
は
、
「
多
角
の
ん
良
債
権
を
抱
え
る
徳
防
シ
一
フ
ィ
こ
い
ロ
山
析
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
i

と
の
考
え
》
ら
、
合
併
の
一
山
口
総
撤
回
」

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー

り
に
。
荊
庁
銀
行
の
従
業
時
折
ん
じ
も
、
他
防
一
ン
ア
イ

川

mvJ

般
に
一
ヲ
わ
れ
て
い
る
よ
り
状
況
は
ひ
日
り
語
い
ー
Y
」
U
F
L
E

、
合
併
に
反
川
刊
し
に
。
万
戸
司
N

h

ー
に
は
、

銀
行
心
不
良
辻
忠
世
げ
い
つ
い
マ
、

北
日
半
銀
行
心
役
長
会
で
合
併
撤
同
主
崎
山
1
4

に
A

る
の
で
は
な
い
か
と
取
り
ざ
た
汽
れ
、
人
蔵
省
幹
部
か
ら

m
h
c杉
谷
引
沼
双
山
引
に

一
一
行
合
併
は

p
y
ヴ

人
心
院
で
決
三
、
ノ
に
と
い

J
汁
J

J

P

L

、

i
l
↑
 

接
的
れ
に
電
話
が
か
け
ら
れ
に
と
レ
う
c

為
る
北
日
本
銀
行
の
役
員
以
、

U
見
必
み
は
バ
ラ
バ
ラ
〔
大
蔵
省
に

〆八」汁併乞
J

押
し
利
け
ら
れ
と
の
で
は
と
の
は
は
ふ
J

が
ど
う
し
て
も
恰
て
切
れ
な
か
っ
た

1
f

引っノ

thM

、

話
一
け
し
て
い

不
－
円
二
人
い
に
は
藤
井
μ
胤
相
が

ー
行
小
合
併
の
重
県
を
一
小
さ
れ
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
信
頼
し
て
い
る

ベ
ザ
匂
な
ど
、
大
岐
省
は
A
n
討
を
絞
押
し

八
ヨ
に
北
l
ー
本
銀
行
付
、

従
業
一
は
判
ム
円
や
取
引
先
の
強
い
反
対
J

ピ

ι

し
か
し
六
月
一

」Q
ト主

一
行
台
併
の
取
り

H
め
よ
ピ
充
夫
人

こ
の
一
一
行
ム
ロ
俳
の
失
敗
J
h
t
rペ
げ
、
ー
八
点
む
の
管
却
下
に
あ
る
只
庫
銀
行
の
一
件
が
充
つ
れ
た
に
「
一
一
行
台
併
の
付
制
け
人
い
つ
I
八
点
省
で

あ
る
こ
乙
は
京
日
幻
汝
λ
J
る
〆
」
ニ
ろ
υ

て
の
佐
折
は
大
蔵
ニ
J

専
の
銀
ろ
し
紋
済
が
限
界
に
き
た
こ
と
を
市
場
に
印
象
づ
け
、

一
一
打
合
併 jし

と

J主

（臥y、記、了J,., 13・1 9i! 1日7 ヨυOri.nJ 



ζ 

の
銀
行
株
の
完
い
り
ま
で
誘
っ
て
し
言
、
J

？
ア
の
で
あ
る
一
c

そ
U

た
め
ー
一
行
ム
ロ
併
の
持
折
は
、
向
山
市
己
行
中
」
仰
↓
一
汎
に
処
却
す
J

る

-" 
＂~－ 

合
併
「

で
不
良
債
格
問
題
古
来
的
切
？
っ
と
オ
ノ
る
大
岐
ぞ
m
v
J

ト
リ
オ
が
、
山
間
れ
か
け
づ
い
る
ご
と
常
物
沿
っ
て
い

ーγ人占
X
H川
ヘ
」
「
J

j
l
 

ι 
日川

併
に
よ

η
合
融
機
慌
の
縫
い
早
川
忠
を
乗
の
切
る
こ
J
は、

も
は
や
ど
う
与
え
て
仇
不
可
能
ど
f

と
の
立
ふ
る

第
二
一
節

京
門
市
二
信
州
町
（
り
破
析
と
京
京
共
同
銀
行
の

ノL
JL 

－A
1
仁
刊
凡
に

l
人
長
期
一
ド
い
川
！
銀
行
は
、
内
外
で
の
ヂ
助
が
校
J
H
乞
険
医
的
に
行
「
て
い
た
リ
ゾ
ー
ト
ム
μ
孔
イ
・
ア
イ
・
イ

イ
シ
ゲ
7

ナ
ン
ョ
う
え
に
り
す
一
ゐ
支
援
Jλ

子
打
ち
切
り
、
派
遣
、
J

べ
し
コ
ワ
き
拐
げ
た
戸
「
環
太
一
マ
洋
心
）
ゾ
ぅ
卜
十
と
呼

ば
れ
た
イ
ー
の
同
橋
治
則
社
長
は
足
京
協
和
伝
市
組
ム
い
の
洋
事
長
4
兼
ね
て
お
り
、

河
信
組
は
イ
引
に
多
九
聞
の
限
山
富
戸
ぷ
；
て
い
た
J

士

ア
足
時
借
り
一
司
血
友
l

で
あ
る
鈴
木
紳
介
刀
珪
宰
長
を
務
め
る
安
h
j
U
川
用
紅
ム
円
色
、
イ
社
に
多
紛
の
怯
貨
を
F

れ
f
J

て
い
ア
n

そ
の
た
け
町
長

銀
は
、
大
蔵
省
、

川
本
銀
行
ζ

！
分
注
事
前
一
以
撃
を
／
七
っ
γ
上
で
、
イ
社
へ
の
支
援
打
ち
切
り
z
ぜ
仇
断
し
ト
、
n

長
銀
が
支
援
を
打
ち
切

二
p

↑
川
畑
刊
の
経
常
向
山
市
山
も
友
函
化
す
る
と
考
え
心
i
h
J

ん
で
あ
る
〈
と
の
際
、
大
一
一
行

る
こ
と
で
イ
社
グ
ル
ー
プ
は

Y
午
何
度
で
例
月
I
、

と
日
本
銀
行
は

信
組
心
経
常
れ
識
が
ぶ
山
同
化
す
る
こ
と
宵
州
訪
れ
亡
、
長
銀
に
東
京
協
和
へ
の
協
力
政
令
の

て
レ
エ
ω乙

の
設
会
は
木
京
協
和
が
破
綻
す
る
ま

長
銀
νソ

ι 
Jヌζ
fr 
Iコ
t刀

G 

う〉

; 古ミ

写ん
;{_ -f.;.' 

7、立M
Y 旬i

己雪
》 日じ

っJ者
泊、

羽1
lふ

le' 

ど
っ
＂おJ点。
Cコ

と
尋
ね
る
J
、
日
本
銀
行
幹
部
は
寸
大
丈
夫
だ
F

何
か
一
守
ヴ
わ
ば
対
比
す
る

点
京
都
と
大
岐
省
は
山
主
八
月
に
一
口
組
ヘ
台
同
検
査
に
入
り
、

一月に出一川
U
干
す
、
主
け
を
出
し
ん
一
し
文
書
の
内
谷
川
同
二
信
組
と
も
ほ
ぼ

向。三－
1

湖
資
に
コ
い
て
は
、

恒
UM
も
た
く
、
融
資
先
は
多
く
が
赤
々
一
令
主
で
あ
り
、

ペ
ー
パ
ー
カ
シ
パ
二
！
と
も
忠
わ
れ
る
企
業

も
あ
る
な
ど
、
安
ん
性
が
全
く
欠
如
し
て
い
る
と
指
冊
、
ー
ま
た
経
営
に
つ
い
て
は
、
「
県
唱
去
の
十
山
倒
的
判
断
で
誕
は
さ
れ
て
い

る
と
一
強
く
批
判
1

）
て
い
る
。
そ
の
ト
で
、
益
出
方
の
回
以
計
苅
の
策
定
や
長
銀
こ
の
関
係
、
連
事
長
の
立
れ
い
じ
つ
い
て
海
込
H
J
V
一、水町

:1:,)(}(lt'?i 「、，5'._3 ・' '?8: I持出：ヲi[iif.liJ



サ F

〈ア

日
制
は
お
ざ
な
わ
な
回
符
し
か
提
出
し
小
ゆ
か
た

rめ
、
都
は
そ
れ
を
受
注
し
は
か
つ

信
組
は
京
京
都
心
指
導
を
蜘
慢
し
た

つ
灯
る
た
め
、
点
金
利
中
売
η
物
に
わ
同
ハ
み
を
菜
め
、
メ
の
資
金
吉
イ
川
刊
に
回

し
た
コ

一
九
九
云
十
一
月
末
時
点
で
京
！
尽
協
和
信
矧
む
資
〈
万
件
以
は
八
不
I
C泊
料
、

ぉ

〆

L
J
一一

L
a
t－
H
M
 

友
人
l

信
組
は
八

一
一
九
日
刊
い
だ
ワ
だ
っ

支
に
は

一
信
組
と
も
交
令
量
は
一
一
一
つ
心
部
門
内
達
し
て
い
わ
れ
J

リ
ゴ
久
ー
が
済
－
川
悶
忙
の
取
材
陣
は
、
「
ほ
？
と
ん
ど
の
信
組
の
資
金
口
世

心
伸
び
が
棋
這
い
な
の
山
、
と
の

－

l
約
と
い
う
同
異
常
！
ょ
培
、
え
ん

rcわ
る
。
校
討
し
1
V
け
れ
ば
、

の
凹
え

の
負
担
す
る
コ
ス
ト
が
山
同
く
つ
く
ば
か
り
だ
」
と
考
え
、
「
い
フ
ま
で
以
仰
い
4

る
の
か
」
と
合
同
肌
耐
局
を
突
き
l
げ
た
と
い
う
v

ーげか

解
体
し
か
な
い
c

た
だ
終
営
者
に
円
rMが
な
」
と
、

「ンーァ
J
オ
は
ワ
主
な
い
が
、

い
く
、
ど
ふ
い
と
阪
宗
門
が
た

人
汎
京
郊
に
告
（
引
を
↓
っ
て
も
り
わ
な
い
と

ζ

斗
を
濁
」
7
ど
H
だ
う
ド
八

1

一
い
う
。
大
蔵
省
は
先
、
込

き
く
な
る
か
1tし
れ
な
い
古
、

り
が
主
ず
れ
、
心
で
悪
化
き
す
る
こ
と
を
認
談
し
日
h
らも、叫白川台｛いれ｛
J
と
あ
る
東
日
却
が
J

釘

η
な
い
こ
と
を
河
出
に
、

信
組
心
処
滞
に
下

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
を
つ
け
ほ
か
円
た
の
で
あ
る
。

々
、
上
限
と
、
）
て
お
り
、

ω
 

、／Jny 
mm 

la 
J
 

L
U
1「

し
か
ち
政
法
人
立
松
機
関
の
受
け
れ
と
な
る
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
な
し
か
コ
た
と
い
、
二
店
内
綻
処
即
制
皮
心
不
備
が
、
山内似

ι
山山組
Jq
一
処
町
で
き
な
か
っ
た
伺
巾
と
し
て
は
、
預
金
保
険
ハ
バ
資
合
援
鮎
蒸
か
ベ
イ
オ
フ
コ
ス
＼
i
J
1
m
f
と
1
て
い
た
こ
と
が
ふ
7

け
ら
れ
る
じ
従
来
の
紋
済
合
併
方
式
も
し
く
は
営
業
譲
波
ん
式
で
は
、
破
綻
令
融
機
関

hv
欽
浴
ず
る
金
融
機
関
仁
、
情
い
主
保
険
機
憎
か

ら
資
金
川
パ
助
ピ
行
う
こ
と
で
、
政
川
町
全
間
後
関
心
桜
失
乞
六
回
弘
め
し
て
き
た
し
か
L
、

一
信
組
の
原
牛
へ
は
ベ
イ
オ
づ
・

r
ス

ピ

は

石
川
組
一
定
引
き
三
人
行
る
金
融
機
院
は
台
、
日
3

た
の
で
あ
る

一
信
相
一
一
伺
ωげ
さ
せ
、

る
か
に

r
F
っ
て
い
た
た
め

も
ち
ろ
ん

ベ
イ
オ

ァ
ー
を
克
ル
加
す
る
じ
〆
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
｝
し
か
し
父
イ
宇
ブ
が
実
地
さ
れ
れ
ば

全
国
で
1

取
り
付
け
騎
ぎ

い
か
発
生
す
る
と
大
技

省
と
日
不
銀
行
は
ず
7
2～

ヘ
イ
オ
ァ
に
は
wmみ
切
れ
と
か
「

つ
ま
け
、
預
金
保
険
機
構
か
ら
の
資
金
援
助
が
ベ

f
オ
y
－

1
7
、
i

二
信
組
の
乱
脈
対
営
を
人
士
山
当
い
同
が
肘
認
す
る
結
果
を
拘
い
た
の
で
あ
る
」
も
っ
こ
も
じ
本
銀
ろ
し
は
、

六
九
一
門
一
υ
月
以
降
J

も
、
大



-" 
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蔵
省
に
汁
し

「
円
相
の
処
罰
を
出
口
、
ょ
う
聞
き
か
行
て
レ

今
後
多
く
の
破
綻
が
マ
f

は
木
銀
r什
は
二
信
制
刊
の
た
め
た
け
で
は
な
く

ι 
日川

古
川
山
さ
れ
る
全
国
mv
伝
川
矧
〈
」
古
格
思
統
一
一
日
寸
る
た
め
の
受
打
札
銀
行
を
設
ー
リ
し

ヲ
ヲ
パ
れ
い
り
で
み
る
け
れ
と
も
ト
人
議
告
は
動
か
7
d
か
ワ
た
J

U

日
本
銀
行
が
れ
資
す
る
し
〈
い
ろ
抗
系
も
れ
っ
こ
い

し
ト
レ
ト
人
首
ほ
お
も
つ
い

る
金
融
機
関
心
破
絞
怖
い
一
四
二
乗
り
出
す
ム
一
三
品
絞
は
閉
村
士
1

一
」
が
銀
行
い
刊
J
誌
に
就
ド
し

に
九
九
同
』
六
月
に
訪
れ
l
h

一
。
内
村
は

が
れ
の
ポ
ス
ト
と
さ
れ
る
引
政
金
融
研
究
川
長
時
代
、
U

ん
一
マ
に

「
資
系
切
除
変
動

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
上
y
f
の
経
路
幼
ポ
」
と
出
品
す
る
閑
人
リ

ν
午、
i

卜
を
刊
行
し
、
与
の
中
一
、
人
民
省
の
が
済
政
策
の
失
敗
pf
認
め
る
と
と
4
一

に
、
バ
ゾ
ル
崩
壊
伎
の
令
融
ン
ス
一
J

ム
百
三
昔
、
を
准
一
め
る
t

そ
ノ
、
行
政
に
対
策
の
実
施
今
、
ぷ
め
て
い
た
c

こ
の
日
↓
村
の
銀
行
竹
町
長
就
任

ペー

は

つ
に
へ
早
川
問
機
関
の
い
込
謹
を
進
的
る
た
め
の
人
事
で
あ
っ

函
汁
は
銀
ノ
「
局
長
に
就
任
す
る
こ

日
本
心
金
融
絞
冴
心
経
日
立
状
況
に
門
z
f
r
H
唱
し
、
東
川
二
白
紙
に
凶
え
、

コ
ス
一
寸
信
用
程
九
u
b
I
木
戸
に
川
川
割
台
な
ど
z
人
目
員
約
に
破
抗
し
て

い
る
信
用
紀
合
を
「
1
院
に
処
河

L
ょ
う
T

〕
考
九
、
被
統
金
十
一
機
認
を
処
述

γ
る
た
め
の
話
機
諸
z三
百
iE一
：
？
？
乙
に

一
日
本
粁
済
新
認
－
が
一
ん
九
判
叫
ん
汁
札
口

一p出
畑
刊
の
経
常
司
容
の
い
則
改
善
指
導
に
来
付
出
し
た
こ

仁
川
付
朝
刊
で
、
東
川
品
川
仰
が

イ百 と
i R を
の初
J主道
本し
処ム
F中 ナこ
をめ
決
新つ忙
し口
／~ici 1]i 

Ti'! 
三E
i，ノ

υIC 

降、
ピ昔、

o_ 

日
木
銀
ノ
什
？
私
大
J

同
省
i
b
J

、
J

？
っ
ノ
延
命
は
不
什
可
能
に
む
し
判
断
し
、

一
ハ
ノ
月

刊
に
一
重
野
は
謙
治
で

一
川
出
訴
に
治
つ

m
V
H
l
k
に
よ
り
λ

す
を

法
し
、
妹
、
と
粧
品
I

」
者
が
相
応
C
五
仔
ピ
取
ら
き
れ
た
場
介
、
制
定
と
川
け
ん
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、

刊
本
で
も
主
融
機
民
心
制
圧
は

あ
3

に
と
い
ユ
ベ
き
7
；
わ
る
」
、
「
す
べ
て
の
全
線
機
悶
を
破
1

に
ん
か
ら
り
は
う
の
は
中
央
銀
つ
の
仕
事
で
は
沿
い
の
個
々
の
主
制
核
問
が

。

破
た
ん
す
べ
〈
し
て
液
允
ん
す
る
こ
と
は
健
へ
七
伝
全
線
ン
ス
テ
ム
主
合
成
す
る
飢
山
、
か
ら
は
、
む
と
つ
uV市
民
で
さ
え
あ
る
」
と
流
百
し

て
い
る
v

小
島
邦
夫

l
本
銀
行
沼
市
下

に
t
t
Q
7
F
1
1
こ
の
品
店
百
の
ね
い
は
〈
寸
副
機
悶
の

実
質
的
な
倒
産
U

日
小
起
き
る
可
能

性
を
一
ぶ
す
、
」
乙
に
あ
ヮ
た

一
重
野
ば
二
化
紘
の
処
謹
を
念
頭
に
若
い
て
い
た
の
い
に
と
い
う
n

し
か
ー
な
が
ら

干
犯
の

の
に
あ
り

12'. ledごJ(I J、 I）・↑ 10っI 1550：引"Y_ I i J 



処
到
品
役
、
倒
産
主
容
認
す
る
と
八
先
行
し
た
か
ら
一
一
台
以
判
官
側
戸
へ
ら
せ
な
か
勺
に
の
は
お
か
し
レ
と
工
つ
、
川
本
銀
行
か
ら
す
れ
ば
ま
っ

た
く
の
誤
解
に
悲
つ
い
え
批
判
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

二
日
リ
九
日
に
、

日
本
銀
行
ょ
っ
え
間
金
融
機
以
が
共
同
山
資
1
一
こ
判
別
す
一
れ
を
設
問
し
、

二
信
組
を
吸
収
ナ
る
、
一
と
、
川
公
去
さ
れ
た
F

二
信
組
り
破
絞
処
川
一
の
一
－
細
は
以
い
の
泊
り
て
の
る
わ
す
は
わ
ち
、

日
初
心
貸
出
債
権
？
っ
？
ノ
同
収
不
医
績
は
約

一f
d
G
M
W
川
あ

、一一、

υ

目
、
一
一
レ

）
）
〔
J
J

億
円
J

ピ
r
J

川
銀
行

H
川

山

一
」
乙
ト
ト

L
L

一ノF
4
1

ト

j
f
y

「
本
尽
共
同
銀
行
」

と
決
ま
る
に
、

。
。
億
川
門
を
一
利

設
「
る
債
桟
間
以
機
関
に
分
配
寸
る
戸
新
銀
行
の
負
担
当
減
の
た
め
、
羽
人
f
M

保
険
機
構
が
問
。
り
お
刊
を
贈
1
7す
る
ほ
か
、
氏
側
全
撤

機
関
が
低
利
点
一
資
を
行
弐

債
権
問
以
機
関
に
は
ぷ
が
低
引
制
λ
刊
を
行
之
さ
ら
に
、
判
銀
行
の
資
手
合
同
C
U槌
円
の
う
ち

伎
刊
は

E
本
銀
じ
が
山
山
資
ー
〕

C
C
怯
刊
を
尺
判
長
一
除
機
関
H
V
出
資
す
る
、
〉
一
い
ろ
ノ
7

れ
の

ふ
古
川
問
機
関
心
破
綻
処
述

持
べ
り
の

の
際
に
中
央
銀
行
か
出
資
「
る
の
は
、

ぷい叫ノ

E
に
も
ほ
と
え
ど
例
の
な
J

や
り
万
で
あ
っ

財
政
資
金
か
役
人
さ
、
孔
な
い
三
め

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
LHA

川
記
、
を
処
涼
一
o
J
Q
げ
い
は
川
本
銀
行
が
山
川
資
ず
る
ほ
か
注
か
っ
～
の
で
あ
る
口

一h
L
六
五
年
の
山
一
日
間
い
ち
の
紋
済
以
来
と
な
る
、

こ
の
処
刑
判
策
は

ー
が
浪
マ
？

｜

j
1
J
 

リ
ム
ー
銀
行
法
五
条
に
基
づ
く
持
別
融
J
J
H

を
行

レ
、
か
つ
八
千
出
の
民
出
令
融
機
即
時
、
ん
資
合
口
買
に
比
じ
て
出
資

Jr行
う
、
レ
わ
ゆ
る
オ
ー
ル
ジ
ー
パ
ン
パ
1

1

奉
加
阪
ん
式

で
新
銀
行
を

つ
く
る
と
い
今
大
什
松
け
の
処
川
崎
で
あ
っ

I
v
こ
の
叫
坪
ト
リ
λ
が
本
末
、
預
金
量
二
兆
円
を
認
え
る
兵
版
波
J

行
を
想
定
し
て
い
た

ゐ
つ
合
わ
せ
て
も
一
心
分
心
一
行
皮
で
の
っ
と

信
相
に
込
用
す
る
こ
と
に
は
、
大
μ
凶
作
や
日
本
銀
行
い
部

か
ら
で
？
の
り

に
も
違
和
感
が
あ
っ
た
と
い
う
）
し
か
し
、
「
べ

f
オ
フ
以
外
な
ら
、
こ
れ
し
か
な
い
」
〈
ヨ
ギ
鋲
行
幹
部
－
1
／
押
し
切
っ
ー
に
そ
の
た

め
大
尉
箔
や
は
本
涼
行
内
部
で
は
、

う
に
絞
に
ι
v
l
r
い
を
以
J

げに、にん休日眼目｝）も、 ー
こ
の
仕
矧
み
を

F
く
実
験
し
た
か
円
七
の
で
は
な
い

と
い
λ

品
川
比
例
も
た
さ
れ
て
い
る
と
い

ー
市
川
リ
小
山
同
銀
行
主
考
え
る
こ
の
時
の

の
胸
中
い
は
、
東
京
の
コ
ス
モ
併
組
、
ー
へ
阪
の

不
津
信
組
予
あ
っ
千
人
。
そ
し
て
、
同
人
z

以
共
刊
一
銀
ろ
し
と
は
関
係
が
な
い
が
、
神
円
の
兵
同
相
お
も
処
却
の
対
象
に
台
ま
れ
て
い

r '' u 
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じ
て
レ
る
乙
し
か
し
な
か
ら
皮
肉
に
J

竺
ー
乙
う
し
て
こ
ん
な
小
き
な
信
組
わ
戸
～
吟
に
一
こ
心
よ
う
な
一
人
仕
掛
け
の
処
到
一
が
な
さ

の
か
と
い
う
達
羽
山
川
い
か
ら

の
利
益
の
た
め
に
紋
ほ
し
た
心
で
は
」
と
い
丹
野
念
古
川
げ
ぷ
h

J

ι 
日川

こ
の
一
信
組
の
処
理
は
、
金
刷
機
問

一向い

C

F
林
正
責
任

が
初
め
て
問
わ
れ
た
も
C
で
丸
ワ
口
j

」
勺
ム
信
組
は
十
人
十

h

川
出
減
L

間
資
金
が
出
資
者
に
一
V
？
？
一
と
も
な
か
「

金
制
中
i
向
か
‘
り
す
れ
ば
こ
の
一
信
組
処
庄
は
、
従
米
一
り
救
Y
仙
台
併
L
J
1
A
て

は
処
思
で
き
な
か
勺
た
八
古
川
刷
機
関
心
破
犯
に
判
i

じ
て
き
る
戸
剥
し
い
波
紋
処
忠
ん
式
。
中
編
み
出
し
、
そ
の
際
に
必
裂
と
さ
れ
る
そ
は
け
川
絞

関
を
設
置
す
る

τ二
人
r
伐
の
政
徒
杭
口
問
一
に
許
筋
を
コ
げ
る
と
同
叶
吋
い
、
副
脈
々
山
一
を
行
っ
て
し
た
〈
Z
J
m機
関
主
…
石
上
倒
完
さ
せ
る

と
い
た
ノ
も
の
吉
、
ハ
紀
，
人
の
光
、
治
り
災
か
ら
脱
却
ー
に
～
ロ
て
人
同
人
々
処
何
だ
と
思
え
た
v

ー
一
仏
銀
行
が
桧
叫
判
的
い
悶
H
J
J
、
日
銀
特
級
ま
で
発

践
し
ず
九
の
も
、
「
そ
れ
以
上
の

乙
い
う
意
味
が
あ
っ

士
t
、
出
り
ノ
伴
内
」
中
川
附
く
、

た
の
だ
L

一
い
ラ
ハ
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
本
当
初
ば
、

占市川川ぃ
L

ハ
コ
り
銀
行
の
設

v
は
金
融
、
ン
ス
テ
ム
の
主
定
刀
一
九
J

め
に
は
や
む

ihf一何日
J
u
r
M
E
J
詳
L
て
、

M
J
 

信
組
は
あ
ま
り
に
も
一
読
が
語
い
」
金
融
機
殺
で
あ
り
、

一

山

一

、

？

3
5
2
プ

1
F
7
コ

ーナん
7
L
1
2
2
持
主
h
I
I
A
r
r
l
l
f
d

最 i〆1
悪胞
の古、
例lj bli 

遣に
rrJ ょ

T二位 I」

位
慌
に
大
煎
宥
幹
部
が
、

「ロ恥

ik
の
ス
キ

i
ム
を

と
岐
く
い
一
と
に
な
る
c

石
川
姐

ιベパ
A
1

ブ
が
し
活
用
さ
れ
は
か
っ
た
の
は
、

ペ
J

オ
フ
を
実
践
す
る
と
ん
工
苫
の
信
用
金
庫
で
大
円
預
令
か
引
き
出
さ
れ
る
悲

L
か
L
、
白
金
利
で
定
め
ら
れ
た
た
は
民
全
が
二
信
矧
の
茂
金
全
仏
む
八

l
h訓
jhp
占
め
と
い
七
こ
と
が
何
ら

か
に
な
る
と

信
佃
相
処
川
内
抗
に
対

1
る
日
↑
識
の
批
判
い
は
高
ま
っ
「
J
Z

に刊以
rd手
れ
る
の
は
、
高
金
利
円
当

フ

て
り
ト
八
口
政
金
者
だ
と
誌
哉
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
乙

マ
ス
コ
ミ
、
包
「
乱
脈
必
営
の
信
祖
を
密
室
行
政

と
、
二
一
い
判
処
理

J

ケ
非
雑
す
る

khvノ
山
な
う

こ
れ
ま
で
大
成
省
b
r
i
l
l

ぶ
銀
行
は
、
会
総
機
関
の
口
己
主
任
原
則
な
買
き
、

モ
フ
ル
ハ
汗
v

ド
を
防
く
止
め
、
川
知
仏
保
険
制
攻
乞
一
応

允
し
な
い
こ
い
ド
つ
は
り
場
を
と
っ
て
き
た
υ
I
J
L
K
L
、
二
化
紘
の
罰
金
利
大
i
首
公
？
の
例
か
っ
ー
ヂ
一
、
金
融
隊
関
心
況
綻
処
埼
枠
紘
み
を

12'. ledごJ"' J、 I）・↑ mηI 1552 C引"Y_ I i J 



整
官
仕
ず

ι大
目
的
に
経
常
政
fWし
て
い
る
余
融
機
民
i

乞
延
命
さ
せ
て
き
た
一
｝
と
が
壬
一
ワ
ル
ハ
ザ
ー
ー
を
引
主
起
、
一
し
に
の
は
杭
ら
か

で
め
る

つ
ま
り
、
心
己
責
C
M川
町
引
を
貫
く
た
め
に
預
金
伎
役
制
度
を
蛇
充
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は

r
E
Q一
斉
い
沢
に
過
ダ
ず
、

A
J

融
当
局
に
は
金
融
減
税
処
坪
枠
組
み
を
作
り
た
く
な
い
品
川
山
が
引
に
み
っ
た
－
r
L
b
γ

ぶ
し
て
い
る
J

一
信
組
処
理
の
枠
矧
み
で
は
、
点
主
都
は
ん
し
同
権
凶
収
機
関
に

一パ一一一心億円、
U
依
利
訓
九

H
t行
う
こ
と
に
伝
っ
て
い
え
r

し
か
し
、
世

一
討
の
強
い
反
対
土
佐
げ
、

裕
一
誌
九
五
は
一
（
ソ
ノ
ジ
y
E
N
の
融
資
h
r
J
Y鉾上京八九
J

ら
削
除
し
、

に
財
政
日
間
秩
資
金
三
倹
み
立
亡
、
ー
の
使
い
可

は
一
ん
7

ぺ
育
主
小
川
月
九

i
に
述
ば
れ
る
都
知
－
…
市
ム
ド
妥
ね
る
い
と
に
し
た
f

ー
こ
」
ム
ス
山
川
…
似
知
弔
選
手
で
は
、
低
利
mm人
司
に
反
対
す
る
と
い

ぇ
公
約
口
マ
」
ぬ
げ
た
百

μ
吉
男
が
勝
利
、
二
東
品
川
れ
は
支
長
士
会
一
又
山
市
、
〕
な
か
っ

新
銀
行
へ
の
出
資
や
資
本
γ
ぇ
援
を
求
り
ら
れ
七
叫
ん
銀
行
ゃ
第
ム
泊

h
銀
行
か
ノ
生
、
「
札
t
Mお
の
い
組
乙
一
関
係
の
地
銀
が
紋
消

資
金
を
ωー
す
け
は
お
か

L
、
」
、
一
今
後
も
い
T
1
Lた
負
担
J

か
絞
く
の
は
か
な
わ
な
い
ー
、
判
信
紅
の
い
引
，
d
同
一
必
と
潟
述
の
派
J

来
ー
尽
都

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
や
日
本
民
族
い
肘
銀
行
心
姿
勢
は
ど
う
な
の
か
E

に
い
っ

γ
不
満
の
芦
が
上
が
ゥ

口
組
処
刑
叫
に
対
し
ご
は
、

L
L
可
！

J
1
7
7
H
 

月
－
一
日
の
開
州
議
後
の
記
有
企
一
見
で
福
本

開出向
4

か
ら
も
批
判
が
な
さ
れ
た
〈

さ
ら
に

「
リ
紋
日
目
表
に
小
中
山
る
い
ヲ
ど
が
よ
レ
心
か
し
雫
前
に

能
ー
へ
郎
通
出
作
が

（γ
ヘ
一
枇
省
か
ら
）
ト
ド
訟
を
受
行
に
ら
賛
成
し
て
レ
な
レ
、
「
～
7

L
一ド

／州
w
A
刊戸

後
、
同
保
の
判
起
が
発
中
し
す
に
時
に
一
円
t
k
う
に

白

j
J

〉
ミ

ー
す
）

G

カ

京
i

尽
ぶ
ほ
ど
刻
は
が
告
か

C
な
い
地
引
り
ど
治
わ
い
の
ル
リ
ム
汁

謀
れ
い
り
受

γ
什
ち
鈴
同
が
広
が
れ
ば
、

と
禿
一
吉
し
す
に
ー

野
中
i

仏
務
口
ぬ
桐
も
限
設
後
む
隠
せ
和
い
4
4

む
で
は
zd
い
か
一

「へ
7
絞、

部
「
止
の
判
税
や

i
m浪
心
支
M
肢
を
長
け
る
場
合
は

政
重
山
調
査
を
行
う
父

2
光
一
は
し
て
い
コ
。
こ
れ
に
討
し

へ
百
戸
、

弐
村
蔵
相
リ
戸
、

V
比
八
申
告
四
時
浪
と
金
融
、
ン
ス
一
ア
ム
（

U
C用
維
持
ど
考
え
総
台
的
に
判
断
、
IFI
、
｝
と
な
っ
品
川

u
、

閣
内
ん
J

り
の
批
判
は
こ
れ
で
収
ま
3

た
か
に
見
え
た
じ

1
v

か
し
、
十
、
1
1（
士
、
者
が
多
く
存
乱
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
い
ア
と
も
あ
り
、

九
九
ア
札
咋
一
け
じ
ド
心
月
例
怪
済
恨
ι口調一 11 
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僚
会
一
誌
で
は
、
再
ひ
信
組
処
苅
へ
の
批
判
が
噴
出
し
に
c

続
本
、
野
中
、
そ
し
て
加
除
紘
円
以
ぬ
玖
弔
副
会
長
ら
が
、
t

へ
U
治
、
五
者

、
」
と
に
加
え
、
税
令
子
炉
佼
わ
れ
る
こ
と
に
都
民
の
納
得
が
何
ら
れ
る
の
か
、
ま
に
信
組
側
心
経
営
立
亡
が
ど
う
に
っ
て

ι 
日川

"' 
iJ、
" 
-, ,_ 
不つ
i青I C) 
会河口

小~
し内
Tこ主主
ノr--

」 Jr 
オし む
一手、 下d二 g

flゑ

" 

↓1
川川正
4
l
L主
主
品
川

E
K
〕
仁
川
く
u

i
v
T
A
E
l
h
l
y
F
E
J
1
1
L
〈

信
矧
処
理
に
疑
問
や
μ
土
［
た
の
で
み
る
ン

吋
し
て
武
村
は

dz
ぜ市北川↓ム川一一ピ

じヲ， 
刀、

一
札
九
万
今
一
月
一
円
の
栄
一
誌
院
予
算
委
員
会
で
野
中
は
、
今
度
一
り
処
刑
Y

は
呉
川
＃
だ
っ

し
し
一
ぃ
叫
べ

二
正
－
芳
川
川
日
本
鋲
ワ
ト
札
裁

ヘ

九

四

年

月

r
h
A
H
r〉

の
R
↓
ー
が
三
鋭
い
抗
叫
折
、
三
I
L

い
る
、
と
pe
拾い降、
J

さ
ら
に

1
円
同
一
脳
同
氏
の
所
有
す
る
マ
ン
シ
ョ
ノ
に
締

山
内
閣
当
時
の
閣
僚
出
J

休
ん
で
い

J
J
U
発
一
万
九
高
時
間
と
新
進
υ足
禅
問
と
の
悶
係
ur
明
ら
か
に
、
と
つ
を
の
以
内
、
一
三
野
の
長
男

が
か
つ
て
勤
務
し
て
い
ふ
福
岡
支
店
の
収
締
役
支
店
長
が
イ
せ
の
誠
司
長
に
凸
同
し
℃
い
七
戸
一
／
て
や
、

ニ
重
野
が
長
男
〆
」
共
同
購
入
し

ア
グ
ン
ご
J

ョ
〆
？
を
完
坤
！
～
ノ
ン
パ
〆
ク
が
イ
引
2
1
j係
か
あ
つ
に
こ
と
日
週
刊
立
町
、
報
じ
ら
れ
ー
っ
。
さ
ら
に
は
信
組
処
述
の
対
心

で
一
一
呈
山
叫
が
、
山
村
と
け

τ
登
、
安
全
信
組
の
非
常
勤
刊
門
事
で

一圭
T
建
設
業
社
長
の
凶
辛
昨
日
限
こ
凶
者
会
談
を
行
っ
て
い
た
ζ

い
う

詰
ま
で
出

そ
の
ど
め
一
市
野
は
、
五
九
百
に
参
考
人
山
双
き
れ
る
こ
と
に
な
る
じ

月

円
刀
衆
議
院
予
非
長
久
ハ
恒
夫
で
の

ソ
νに
で
免
司
令
r
H
H
Hん
完
か
ー
野
党
の
お
株
士
仲
7
7

信
組
処
却
に
践
す
る
集
中
審
誕
て
は

ょ
う
ん
品
、
M
Lき
て
、
品
川
判
ら
大
段
者
幹
部
乞

つ
る

L
戸げ「

口
氏
え
拘
一
で
は
、
統
地
ト
リ
選
挙
や
志
ノ
議
院
選
、
？
を
に
ら
み
、

一
2
信
組
問
題
位
転
滋
え
を
た
た
く
格

γふ
り
材
料

と
の
同
点
が
あ
ノ
か
っ

事
長
、
一
角
進
党
、
り
山
川
被
夫
「
中
山
内
川
崎
n介
は

密
長
な
悶
係
に
あ
っ

5
ら
片
山
ム
円
以
人
咋
況
が
↓
信
組
処
間
合
強
〈
批
判
す
る
川
一
昨
と
し
て
は
、
ギ
ス
ト
村
比
り
有
力
候
川
仰
と
円
さ
れ
た
」
山
村
を
つ
ぶ
ユ
う
と
い

ζ

川行方川札山川淵
μ
～
っ
た
」
こ
い

う
思
惑
も
あ
っ
た
「
あ
る
内
対
一
設
計
部
は
？
れ
で
ー
爪
れ
の
次
期
首
相
r札
補
の
E
ト
は
な
く
な
っ

1
v

か
し
、

い
つ
ま
で
も
述
行
政
族
の
閣
僚
を
「
身
内
が
責
め
て
い
る
わ
け
に
も
U

か
な
か
っ
た
J

そ
こ
と
標
的
と

の
が
大
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蔵
省
卓
務
当
局
f
為
る
c

大
成
告
は
、
細
川
市
立
？

υ政
権
吋
に
遣
い
リ
h

十
一
%
、
特
に
そ
の
巾
核
に
忘
る
一
新
作
凡
と

べ
l
r
ナ

l
関
係

同ハ八
J
l
h
F

拘
束
点
悦
関
長
や
中
島
義
雄

計
同
次
長
と
の
読
市
な
交
際
を
退
刊
誌
や
証
人
喚
問
C
場
で
対
露
し
、
太
蔵
宮
せ
の
ス
A

三
ン
ダ
ル
に
八
北
炭
L
r
l
t
白
谷
と
中
島
の
ヌ

を
九
恥
い
て
い
た
た
め
、
ト
ド
い
パ
ヘ
氾
の
恨
み
古
買
っ
て
い

し
か
も
二
月
に
な
る

2
高
橋
戸
一
ら
、

キ》
l

〆
ダ
ル
は
、
こ
の
佼
も
次
々
と
発
覚
L
た

ま

f
他
心
六
日
間
｛
日
杵
叫
に
つ
い
て
も
、
高
情
の
川
近
ご
ろ
ゐ
雲
山
邦
夫
に
接
九
七
受
け

て
い
ー
に
こ
と
、
さ
ら

ι
涼
汀
や

ι券
会
bf
り
た
段
省
恒
当
者
（

M
O
F担
が
リ
常
的
に
太
鼓
官
僚
を
は
札
付
し
て
い
ー
に
こ
と
ま
で
切
ら

か
に
な
り
、
大
山
町
省
の
権
威
は
地
に

u民
党
は
也
市
の
大
蔵
省
パ
ッ
シ
ン
グ
に
来
じ
て
六
蔵
有
を
攻
映
し
、
斎
藤
次
郎
事
務

そ
の
た
め
げ
川
膝
は

ui期
退
任
ケ
余
儀
ん
＆
く
さ
れ
た
v

川匂橋
ζ

大
蔵
百
僚
ぐ
心
情
軌
を
リ
泊
中
じ
た
関
係
昨
日
v
m
明
る
み
に
な
っ
ん
ご
」
／
エ
ス

信
組
処
却
は
、
ト
八
歳
宵
僚
y

叫
し
い
品
怖
を
救
済
ず

る
ー
～
め
の
j

も
り
で
は
は
か
っ
た
り
》
午
い
う
は
斑
念
ぃ
h
i
山
が
つ
り
に
。
じ
よ
μ
L九一t
と
な
コ
了
、
は
、

二
日
紅
処
対
が

信
己
記
を
救
済
す
る
た
止

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
の
も
一
け
て
は
白
か
っ
た
こ
と
は
問
ら
か
で
占
め
る
υ

し
一
組
は
泊
減
し
む
W
何
者
は
汲
陣
、
帯
情
ζ

鈴
本
は
乙
も
に
待
作
山
凶
作
一
抵
で
迷
い
怖
さ
れ

わ

c

す
川
中
前
は
川
以
叩
ほ
し

7
も
ら
え
な
か
っ
た
が
ベ
叩
え
に
、
ー
人
寂
寸
前
叫
ん
A｝
J

出
恨
み
し
、
級
住
な
！
父
m州
諸
｝
崎
市
を
暴
露
し
に
の
で
d

め
る
乙
し
か
し

は
か
ら
、
大
蔵
官
僚

t
r此
派
経
常
吉
行
一
－
ご
い
u
f
人
J
融
川
崎
町
民
経
常
者
と
の
不
透
切
な
関
係
か
明
る
吋
に
出
ド
、
ア
こ
で
、
大
村
岡
山
富
む
’
主
械

政
戦
処
埋
は
常
L

疑
い
心
口
で
見
ら
わ
る
こ
l
L
と
な
う
た
〔
以
後
、
全
地
検
問
の
俄
絞
処
却
が
と
さ
わ
る
れ
J

ぴ

r、
を
の
処
理
は
、
彼

い
枕
金
融
機
肢
の
粧
品
I

」
者
や
大
口
預
〈
γ
者

さ
ら
に
は
だ
金
十
返
さ
怠
い
悪
質
な
出

η
子
一
千
救
活
ず
る
も
C
で
は
な
い
の
か
と
い
う
批
判

が
ト
ド
わ
さ
れ
る
よ
う
内
な
る
r

こ
の
よ
、
つ
に
臼
疋
え
は
、
え
村
つ
ぶ
し
」
と
「
新
民
党
ア

と
い
う
思
惑
同
加
え
、
大
蔵
省
へ
の
加
わ
念
ど
晴
ら
ナ
た
め
、

信
組
処
理
古
政
治
問
川
西
化
、
J

？に

こ
の
肉
民
党
の
政
川
出
家
に
よ
る

ム
信
組
処
刑
－
訓
刊
は
、
彼
ら
が
金
制
服
問
題
の
深
刻

、
）
か
し
な
け
？
っ
、

さ
を
分
に
引
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
ζ

を
不
1
J

て
い
る
。

ム
信
組
処
迷
ム
パ
－
非
経
す
れ
ば
了
J

る
ほ
ど
、

】
れ
日
制
や
、

ill＜｝、：iL'?Jお，31 1%J Gs, .2ocs.:1: 
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L

れ
を
一
九
υ
位
。
ノ
ザ
匂
犬
同
官
、
省
へ
の
疑
念
は
「
何
ま
旬
、
結
果
と

L
C
W
れ
以
品
川
の
’
中
融
岐
ト

w…
処
料
や
公
山
的
資
入
山
下
心
机
い
九
人
に
対
1
て
出
，
、
前
ん
ら
え

持
を
仔
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
就

L
く
迂
る
そ
れ
は
、
今
後
も
伐
権
を
但
勺
し
、
会
組
問
出
C
M
m決
の
た
め
L

、
む
裂
な
場
ん
に
は
公
的

ι 
日川

資
全
日
投
入
ど
決
断
L
な
け
れ
は
な
ら
な
い
り
党
と
し
こ
は
、

LlmlLP打
点
！
ば
は

し
い
市
事
前
ケ
仁
川
L
m
h
Aむ
か
つ
ど
は
ぷ
「
ヲ
ず
に
丸
山
司
令

ー
武
村
つ
ぶ
し
と
「
新
進
党
攻
撃

h
kり
短
別
的
な
政
一
恒
例
νは
な
氾
け
る

f
め
H

j
h「
人
政
省
に
対
す
る
髭
慌
を
晴
ら
ず
た
め

二
信
組
処
聞
を
攻
JVd
し
、
将
来
に
出
根
F

ピ
後
す
こ
と
と
な
っ
七
。
つ
ま
り
、
日
一
山
川
兄
り
政
出
ま
は
こ
の
時
向
、
で
、
今
般

P
4組
終
悶
の

取
税
処
理
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
公
的
資
金
の
投
入
主
ゼ
ち
が
必
安
い
ん
d

る
と
い
λ

こ
と
を
想
定
、
〕
て
は
い
な
か
っ
丈
乙
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
、

第
三
一
節

コ
ス
一
二
以
f
・
本
事
J
L
E

川紅
e

止
八
本
以
行
り
は
粁
常
破
綻

信
記
辺
道
に
吋
」
つ
る
U
散
の
拾
い

、
京
以
祁
は
使
徒
回
収
山
内
川
周
へ
の
低
利
ほ
資
を
♂
ア
れ
一
し
た
ハ

し
か

L
末
？
日
郊
の

対
応
出
店
、
伝
川
別
組
ん
円
の
妓
ー
材
処
剤
、
ζ
I
て
は
、
む
し
ろ
筋
の
一
連
ら
ほ
レ
も
乃
で
ム
わ
っ
た
c

信
用
組
合
の
杭
資
格
取
を
持
つ
の
は
都
道
府

県
で
あ
り
、
一
一
れ
以
、
山
の
信
用
組
～
け
の
合
併
・
苧
肌
抗
議
～
は
に
お
い
て
も
、
都
道
同
県
ば
支
渋
一
dphrJ
て
し
る
。

九
九
五
午
に
出
版
さ

れ
七
畑
一
沢
ぃ

γ
悦

mv
主
主
回
に
よ
る
と
、

p
q
C
時
ト
川
に
お
い
て
九
の
部
品
店
府
県
が
伝
用
組
合
の
つ
併
や
怖
い
諜
心
た
め
に
、
氏
引
地
資
や
基

公
と
い
う
形
J
ん
で
設
助
日
で
し
て
お
り
、
ホ
尽
都
t
H
F
M
吋
も
す
で
に
財
政
支
J

ゅ
よ
ご
れ
っ
た
こ
と
が
↑
め
っ
た
と
い
う
v

そ
し
て
在
民
の
土
だ
い
ゅ
の

れ
、
多
く
の
山
川
台
、
彼
絞
信
用
組
九
日
に
お
い
て
は
日
脈
経
世
が
行
わ
れ
と
い

f
1／
考
え
、
り
れ
る
r

字
、
岐
に
、
｝
の
校
の
コ
ヌ
モ
伝
例
制

んU
（
り
被
拡
い
山
お
い
て
、

東
京
都
は
一
行
ド
引
の
時
と
は
矛
一
泊
｛
J

h

」ι列
店
ー
と
採
ら
ざ
る
や
得
た
く
h
u

る
J

一
ん
7

ぺ
れ
ギ
七
月
一
九
ヨ

7
工
記
弓
J
J

に
、
毎

l
新
聞
が
「
コ
ス
モ
信
組
、
一
日
十
丹
法
凶
作
と
夜
、
以
去
た
め
、
週
間
引
け
の
一
二
守

（
月
時
日
一

お
で
は
取
り
付
け
に
近
い
状
況
に
仕
っ
2

1

t

い
う
。
そ
ご
と

A
T
M

に
は
コ
ス
モ
信
組
か
ら
十
、
需
に
泊
令
が
淀
川
M
し、

12'. ledごJ"' J、 i）・↑ 10代i 1556 c引"Y_ I i J 



の
引
用
引
肢
が
終
了
し
に
下
日
午
、
七
時
に
、
東
日
不
都
は
コ
ス
コ
一
九
日
用
組
九
三
人
業
務
』
J

止
命
令
を
出
1
た
〈
東
京
都
は
当
初
、
中
日
士
銀
行
や

第
一
勧
業
銀
／
わ
L

引
な
受
け
を
耐
久
可
制
し
た
が
針
ら
れ
た

T
F
」
で
京
民
共
同
ー
銀
行
ヘ
議
伐
さ
れ
る
こ
L

一
と
な
っ

ゐ

〆

L
D［
 

一i
t

民
主
川
甲
山
人
民
時
晴
海
か

コ
ス
与
の
桜
失
紋
は
一
一
一
7
じ
で
憶
い
い
な
の
に
対
し
、

一
、
ィ
ォ
ァ
・
コ
ス
N

は一

一一
r
J
C
宮
判
心
た
め
、

、フ
bIA山

b
j
l
y
 

一
一
苛
汁
憶
円
ま
で
し
か
拠
山
刊
で
き
な
か
う
た
わ
そ
こ
で
前
全
日
山
政
資
金
て
は
扮
え
は
い
残
額
に
つ
い
て
は
、

ー
ス
マ
寸
↓
い
判
が
他

心
金
融
機
関
か
ら
川
市
り
へ
れ
て
い

f
資
会
ピ
切
パ
り
抗
て
る
こ
J
に
ょ
っ
と
里
め
台
わ
仲
ゐ
こ
と
に

エ
こ
で
金
融
当
記
は

そ
信
紙
の
木
r
道
一
ヘ
民
主
J

去
の
必
ず
叫
用
心
妃
弟
て
あ
る
み
柄
小
辺
直
方
が
弘
三
を
務
め
る
エ
ス
ニ
ス
裂
菜
い
出
九
H
1
げ
て
い
る
と
い
引
退
山
三
、

宇和刊、昔、／、、
h
J

民
海
、
民
社
一
伝
説
、
J

柴
の
一
ハ
行
に
は
債
持
主
全
額
欣
棄
寸
プ
T
U
i－
－
め
た
c

」
ス
こ
ス
山
中
J
A
T
A

はコスモ一一いいい

組
〆
」
同
放
λ

主
君
子
〆
、
い
っ
て
点
、

け
心
的
は
い
悦
何
方
針
を
呂
う
て
刈
之
げ
し
て
お
h
、
併
は
「
小
く
な
か
》
た
υ

主

＼

ド

コ

T
l
王、

：
j
i
f－－
1

：

J
J
i
 

L
て
い
る
こ
は

γ士
、
企
業
か
ら
要
請
さ
れ
て

安
定
妹
、
下
l

と
し
て
資
不
参
切
し
と
い
る
ヶ

i
ス
も
4

め
る
の
に
か
い
り
、
そ
れ
だ
け
の

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
日
司
山
で
貨
準
を
全
額
放
棄
3
1て
ら
れ
る
こ
ャ
乙
に
は
紙
烈
に
反
発
し
ん
一
口
そ
こ
で
金
慌
当
何
は
ま
ず
、

献
資
践
山
叫
が
ご
和
に
次
い
で
大
き

か
コ
心
、
二
支
店
託
銀
行
に
、

さ
ら
に

制
↓
泌
を
低
利
融
資
の
形
亡
山
札
口
耐
支
援
FJ
毛
、
」
と
を
求
、
伝
、

債
権
の
六
割
カ
ソ
を
l
p
Eと
し
、

妄
厄
ハ
託
p
u
f
f
L町
を
作
J

f

l
ネ

一
夜
b
f
ハ
／
什
も
、
資
徒
六
割
力
ソ
F
t

に
加
え
、
銭
か
り
閣
制
汚
を
低
利
融
資
の
mu
で
収
拾
え
寸
J

す
る
こ
と
で

f
承
し
た
F

結
果
と
し
て
、

川いん
J

織
機
関
は
一
律
！
八
割
の
績
格
jhyυ
札
業
し
、
さ
ら
に
工

ス
プ

ヌ

u:; 
i十I
V缶

と

→門

会と

託
収
訴
立；コ
？電ス
ちノ 斗

j丁｛口
う社1

と敢
に資
た L

こ
の
」
う
に
1

悶
係
の
ん
体
い
L

全
州
刺
殺
悶
T

／
～
い
う
わ
mw
り
に
く
い
共
準
で
、
貸
し
干
の
金
融
絞
悶
に
負
担
を
負
わ
せ
に
一
、
と
は
問
題

J
I
L
J

の
つ
ヤ

二
信
組
処
庄
の
際
の
す
l
A
ン
「
パ
ン
方
式
と
同
係
～
、
主
融
機
関
が
破
綻
レ
た
際
に
他
の
金
融
機
関
が
被
る
彰
盟
主
〕

邦
銀
、
乙
資
合
以
引
を
し
て
い
る
泊
外
の
校
資
家
に
と
三
し
計
り
に
く
L

い
も
の
と
、
以
介
か
、
つ
で
あ
る
仁
こ
う
げ
た
わ
か
り
に
く
い
被
税
処

ら
れ
る
。

尽
の
や
り
ト
刀
μI＼
一
一
夜
以
降
に
町
叫
す
代
化
す
る
ジ
ベ
パ
J

・
フ
レ
、
、
ァ
ム
の
一
討
て
あ
コ

ス
,':", 
Sむ

ill＜｝、：iL'?Jお，31 FJIJ Go, 初出11;
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さ
ら
に
大
夜
省
は

ス
モ
信
組
の
妊
ホ
債
権
ρ
U
J
m
収
促
進
の
た
め
に
東
京
都
に
資
金
援
助
を
要
ぷ
し
、
東
一
以
部
は
資
金
JmpAUJ
を

一「ヘ
J

二

f

f

 者
日
川
知
事
は
後
に

公
約
違
反
と
し
て
後
｝
て
干
し
非
難

二
伝
知
町
卜
え
後
せ
デ
は
叩
花
川
市
小
足
た
つ
に

と
都
議
会
で
弘
1

弁
し

ι 
日川

き
に
れ
る
こ
と
と
ム
ロ
ヮ

も
つ
一
と
も
こ
こ
で
筆

Z
ぷ
注
目
す
る
の
は
、

家
計
部
り
や
呼
応
で
は
な
〈
、

十
人
岐
省
の
む
応
で
あ
る

ト
へ
川
比
谷
は
信
用
組
念
日
子
被
絞
し

ー
」
ム
4
4

一、～
ι

。

7
H
J
1
J
K
 

戸
川
州
問
題
以
降
、
位
人
一
明
ρ
裕
司
府
県
心
安
’
J

小
扱
刊
に
強
く
反
対
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
監
田
両
信
円
で
あ
る
部
直

件
川
川
只
ー
に
一
行
）
、
民
営
士
民
任
の
却
と
い
て
資
人
ょ
拠
出
を
？
ぷ
め
て
い
る
じ
さ
の

ム
的
な
金
融
危
機
立
山
叫
に
枚
重
な
姿
勢
を
坊
さ
な
」
か
っ
z
y
J

の
で
あ
る
、
そ
の
上
、
終
社
危
機
に
陥
っ
て
い
た
コ
ス
モ
信
組
に
つ
し
て

ト

h
J
L
、
人
民
省
「
円
、
コ
は
肘
政
資
金
の
投
入
に
一
。
る
は

人
蔵
省
は

官
新
問
題
で
は
財
政
え
山
川
を
何
百
ー
よ
九
M
A
十
日
必
人
戸
井
氏
粁
逃
れ
を
し
な
い
も
合
つ
に
、

ま
た
白
J

が
玄
狂
言
問
y

や
れ
る
こ
Y

の
な
い
令
ぞ
つ
に
、
手
を
打
つ
に
い
に
。
一
宋
ー
尽
掃
は
九
五
庁
四
月
か
ら
r

ど
ー
ん
ま
で
コ
ス
モ
信
用
炉
九
口
の
倹
査
を
行
な
3

に
が
、
そ
り
さ

ー
、
大
蔵
省
に
共
同
検
査
を
中
し
人
れ
た
？
も
の
の
、
一
人
絞
り
刀
つ
か
な
い
」
エ

L
て
大
蔵
省
は
お
ム
ー
し
た
t
u

和
安
全
信
組
処
刑
止
の
不
で
J
際
に
こ
り
て
、

太
蔵
省
U
主
？
日
協

1

ス
モ
信
刑
判
合
の
破
、
椛
を
ー
祁
の
責
任
一
と
い
い
脹
れ
る
下
地
を
つ
く

7
7
～
止
、
十
六

同
検
査
士
把
与
し
に
の
だ
と
い
う
（
間
判
銀
行
局
長

7
」
時
」
も
、

ム人中同省、に

L
て
は
、

東
以
小
二
九
「
門
組
の
処
坪
に
除
し
て
以
前
に
山
川

過
ぎ
て
、
第
一
次
的
な
盈
貨
口
一
任
者
か
ら
同
法
か
し
中
尖
っ
た
と
の
思
い
が
強
か
っ
た
コ
7

ご
う
い
う
意
以
に
お
い
て
、
全
日
畑
、
ン
ヌ
ァ
ム

に
責
打
を
什
つ
リ
場
L

と
っ
て
は
人
変
ム
干
い
こ
と
な
の
に
が

r

ス
モ
と
よ
浮
は
有
品
取
点
都
知
事
と
判
明
山
大
仮
府
知
事
む
出
ど
を
符

ず
九
三
る
を
旧
作
之
か
っ
た
と
桜
り
反
っ
て
い

5
ら
に
大
蔵
省
は

八
古
川
淵
小
安
心
連
銘
を
断
ち
凶
る
ヒ
め
に
、
松
戸
状
態
が
何
段
己
主
化
し
て
い

3L江九州叶銀行
2
木
骨
信
川
’
組
合
L

、

の
同
時
決
着
乞
阿
っ
た

一
ん
九
日
ギ
八
月
一
ハ
J
l、
ーへ阪ャ
H
が
y
A

洋
信
川
和
ム
円
に
業
務
停
U
〈叩へ
μ
寸
一
出
ー
に
～
の
こ
同
時
に
、
大
政
省

12'. ledごJ"' J、 i）・↑ 1[)3i 1558 c引"Y_ I i J 



と
己
h
w
切
J

七
だ
同
時
処
浬

r
も
か
か
わ
ら
ず
、
兵
庫
銀
れ
と
上
下
津
信
組
の
扱
い
は
ト
八
さ
く
民
な
っ
た
へ
兵
庫
銀
行
は
治
罪
さ
れ
る
も
の
の
、

し
く
八
λ
足
す
る

ーλ
1
C
町
長
一
ね
が
え
え
一
口
旧
と
な
り
、

i

j

t

 

行
戸
い
は
希
岨
す
れ
は
、

み
ど
り
銀
行
に
符
就
職
で
き
た
c

, J 

十
小
汗
信
組
は

債
権
同
収
JY
及
川
凶
収
匁
行
に
託
し
て
消
滅
し
、
時
一
闘
は
斗
ハ

γへ
は
ど
？
と
除
い
て
悠
一
一
さ
れ
っ
し
本
津
信
初
心
縫
弥
五
目
理
事
回
、
J

ば

私
財
川
町
札
い
な
ど
三
工
る
責
任
白
川
炉
セ
辿
ら
れ
た

主
、
ー
ィ
庄
山
」
輝
必
小
松
ー
ピ
初
め
2
し
七
行
ハ
庫
銀
行
の
が
け
い
わ
障
は
、

全
員
辺
任
し
た
も
の

の
、
私
財
Y
否
一
泊
し
て
ま
で
責
任
を
臼
V
コ
こ
と
目
な
し
小
っ
た
）
こ
の
差
に
つ
い
て
合
税
引
局
主
ロ
は
、
1

兵
序
銀
の
川
市
、
ん
ず
は
十
円

h
o
u川

座
、
貸
出
先
は

ハr
～（ハハご）判什山
H
J
N
U

、
地
域
へ
の
ふ
一
4
u
g
γ
長
は
あ
ま
り
に
当
局
い

行
ハ
庫
は
が
震
災
復
興
乞
日
指
ず
h

つ
え

庫
銀
の
役
割
は
欠
か
L

な
い
と
説
明
し
て
い

内
川
村
7

へ
「
jv泊三一も
L

一
也
方
銀
ド
七
一
七
日
新
な
f
d
ド
士
山
べ
る
こ
、
金
融
～
こ
入
一
ア
ム
・

い
組
成
句
打
～
川
引
に
与
え
る
脳
細
管
と
い
う
志
休
明
は
？
？
人
き
な
万
が
あ
っ
た
U

ド
常
斤
で
さ
、
t
M叫
万
銀
行
の
破
続
小
泊
域
経
討
に
バ
ノ
え
る
影
響
一
は

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー
－Mムげ
の
で
大
寺
い
n

ま
し
て
や
F
八
反
災
後
日
兵
席
経
討
に
こ
っ
て
基
幹
的
辺
地
域
全
航
機
認
の
倒
産
は
、
実
扶
の
資
金
供
給
ス

i
ッ
プ
な

ど
を
通
じ
亡
、
泊
、
字
決
心
連
鎖
倒
高
を
品
川
井
げ
さ
せ
る
だ
ろ
う
、

大
震
災
と
い
司
特
殊
乍
清
も
z
の
ツ
戸
～
が
、
己
片
山
中
銀
行
の
ケ
ー
ス
で
は

ご
の
よ
う
な
考
え
む
に
占
っ
て

一
い
い
一
報
一
／
什
乞
消
減
さ
せ
引
ょ
っ
L

江
、
地
心
や
令
融
五
バ
心
協
力
一
ゲ
↓
仰
w

で
新
ド
芯
受
町
銀
行
宮
校
、
打
る
こ

あ
の
レ
l
M
吋
の
制
皮
の
下
で
は
あ
れ
以
外
十
ん
は
は
な
か
J

h

l

一J

か
な
円
相
川
崎
は
し
と
が
、
そ

る
と
只
店
銀
れ
を
減
税
き
せ
た
豆
ま
に
L
z
d
く
て
よ
古
っ
す
す
よ
ム
ー
に
も
u
E
J

て
い
る
一
と
述
べ
て
い
る

と
に
し
た
一
、

ヘベ

J
V川」川
γ日記

（

、

J

1

し
ふ
し
な
が
ら
筆
者
（
山
見
る
？
と
一
」
ろ

大
蔵
省
が
兵
庫
銀
行
の
受
け
引
と
し
て
新
銀
行
士
設
fvtり
る
こ
と
九
し
七
の
は

王阜買い
λ
市川肌ハ

や
地
冗
れ
済
へ
の
配
慮
と
い
う
目
的
だ
け
で
は
ず
れ
仏
く
、

や
は
り
人
古
川
省
の
貞

yr凶
遣
と
い
う
日
的
も
あ
っ
h

J
考
え
ら
れ
る
つ
花
山
川
内

I
i
は
、
「
大
蔵
省
は
ど
う
し
て
新
銀
行
の
設
げ
に
と
だ
わ
っ
た
の
カ
」
、
「
メ
の
長
た
る
坪
？
汁
は
、
目
分

の
か
か
っ
た
銀
行

ね
ち
人
蔵
品
川
法
相
似
ノ
も
は
涜
さ
な
！
V
」
乙
に
あ
る
、
「
引
！
L

川
、
日
ハ
沖
銀
行
の
碇
続
が
表
制
化
ー
た
と
き
、
大
崎
告
は
阪
神
大
震
災
の
影
響

十
ノ
九
仙

ill＜｝、：iL'?Jお，31 1%) 659 .20C5.Jl; 



-" 
＂~－ 

に
よ
る
粁
川
悪
化
を
特
に
政
調
し
て
い
た
か
、
令
融
手
の
巾
に
は
、
兵
席
銀
ノ
什
の
決
取
が
十
人
蔵
省
鋭
行
局
長
官
務
め
た
山
田
正
姉
弐
で

J

め
ラ
た
こ
と
》
ら

jF一八
ん
の
店
の
か
か
》
一
た
匁
行
は
治
さ
な
い
の

と
す
る
批
判
い
が
公
然
と
諮
ら
れ
と
い
た
一
と
詠
じ
こ
い
る

ι 
日川

ほ
か
に
、
も
じ
！
大
岐
告
が
地
域
内
科
済
ハ
の
配
慮
を
監
視
し
て
行
品
川
一
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

一
九
九
六
立
に
仮
和
銀
行
を
清
算
し
た

一L
l
ゃ
λ
じ
』
戸
北
海
道
拓
時
市
銀
行
を
俄
絞
さ
せ
た
こ

2
は
託
制
で
き
な
い

そ
i
b
H
J

も
丘
ハ
床
銀
行
〈
U
破
綻
処
時
二
つ
い
て
は
、

九
ん
一
』
容
の
時
点
て
、
小
泉
川
市
北
ハ
凶
銀
行
方
式
を
必
弔
す
る
と
と
が
大
蔵
省
J

ヨ
ギ
銀
行
と
の
阿
で
検
持
3
れ
℃
い

二
の
佐
川
町
筑
は
兵
庫
銀
行
の
z
l
h

め
に
温
有
さ
れ
て
L
い
と
も
の
の
、

R
－
一
示
ゐ
信
組
、
炉
、
ヮ

流
山
が
政

L
〈
な
コ
た
た
め
一

、L
か
も
丘
ハ
咋
銀
行
の
処
犯
に
お
し
て

京
［
不
信
組
に
応
い
ざ
ゐ
包
如
何
な
く
な
っ
z
f
J

の
で
あ
る

は
、
主
京
共
同
銀
pf
ぐ
は
や
や
異
な
っ
た
破
綻
処
理
ス
キ
ー
ム
2
V
適
凶
さ
れ
ず
円
、
東
京
共
同
銀
じ
を
設
げ
一
j

る
m
M
の

E
本
銀
仁
川
一
川
町
長

が
、
し
川
た
パ
一
審
譲
り
す
山
ら
な
い
公
的
資
金
導
J

ヘ』

2
円
以
ー
さ
れ
た
い
一
？
こ
か
ら
、

新
相
川
む

σ設
旦
一
に
あ
た
ぺ
て
は
、

川
本
銀
ノ
れ
は
信
用
情

完
を
弓
l
h
こ
し
た
劣
後
円

i
ン
の
供
人
J

に
と
〈
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
以
内
出
資
を
集
め
て
一
民
間
1
手：
J
Vと
訳
出

rJ
司
令
の
刀
【
侍
議

だ
と
判
断
さ
ー
れ
た
し
そ
こ
で
大
蔵
省
は
鋭
れ
や
宇
治
山
保
に
加
え
、

地
元
企
業
に
も
出
蛍
を
民
請
し
た
り

さ
ら
に
人
－
夜
占
は

東
京
大
日
銀
行
の
設
置
の
院
に
は

信
組
の
弘
官
権
限

V
持
つ
東
日
不
都
に
資
合
援
助
ιhv
史
話
［
た

ιι
、一日ー一身内
N
F川却は
p
碓
恨
ん
乞
什
判
コ

て
い
た
兵
庫
銀
行
心
受
け
川
で
お
る
、

則
一
以
資
金
主
投
人

L
E
Fっ
と
は
し
な
か
っ
た

み
ど
り
銀
行
心
設
前
c
m
h
に
は
、

つ
ま
り
大
哉

名
人
い
い
、
店
内
河
む
叩
心
皿
以
白
土
民
Hrが
中
川
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
財
政
資
金
の
役
入
は
一
れ
わ
ず
、
ま
た
以
京
共
同
銀
行
心
誌
置
の
阪
に
受
け
た
批
判

を
苦
慮
し
た
ト
て
、
最
も
批
判
中
」
受
り
に
く
い
h
h
L斗
ゼ
兵
庫
銀
行
の
破
綻
処
刑
ハ
b
f
行
お
う
と
し
た
、
り
て
あ
る
ハ
り
J

」
の
際
、
大
時
省
ハ
リ

B
に
到
す
る
が
蛍
責
任
迫
J
A
J
V
ι

最
小
限
の
も
の

N
fず
る
こ
と
に
7
0
成
功
し
た

T

人
民
有
り

B
心
粁
JN責
任
が
出
及
さ
れ
る
と

サ七、り北可

後
に
い
た
大
政
省
の
組
織
的
日
任
、
も
問
わ
れ
る
こ
p

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
止
め
、
ト
へ
威
行
は
川
町
ひ
責
任
JE唆
ukル
ず
る
必
繋
が
あ
っ

F

一ラ
J
I
J
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し
か
も
み
ど
り
銀
行
も

什

T
J
b
L
f
れ
ば
政
い
肝
す
る
と
十
い
二
つ
正
が
大
々
の
見
立

で
お
っ
h
t
p

中
町
、

預
金
保
険
機
場
か
ら
の
い
貨

会
淀
川
山
は
、
軒
、
巨
岐
た
ん
し
す
に
金
融
機
関
が
、

へ
預
金
の
り
仏
い
院
し

中
尖
施
し
す
に
と
似
｛
止
し
た
場
ん
に
か
か
る
費
川
市
一
ー
ご
め

ベ
イ
オ
ブ

る
ベ
イ
オ
フ
ゴ
ス
下
心
約
凶
吋
r
L
す
る
制
限
が
為
コ
と
へ
を
［
て

兵
庫
銀
行
心
持
合
、
預
金
保
険
機
備
で
保
護
さ
れ
る
沼
会
の

んμ
計
納
は
凶
千
七
f

「一一
l
l
億
円
だ
っ
h
h
J

み
と
り
銀
行
へ
の
資
金
銭
助
は
こ
の
規
定
か
ら

Y
培
MRH

る
し
ザ
み
の
に
め
小
良
債
権
ぷ
ト
分
に
処
国
さ
れ
な
い
ま
ま
、

叫
い
ざ
る
わ
緑
な
か
っ
一
ー
ド
三
り
で
あ

ム
と
り
銀
行
は
行
ハ
席
涼
行
の
債
権
や
L

引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
た
か
っ

1
7

～
に
す
で
い
一
九
九
斗
年
の
時
L

一
〕
＼
、
あ
る
仁
子
ぷ
市
銀
行
の
F
J
脱
が

「
只
咋
銀
行
の
ヂ
～
良
債
権
は
こ
ん
な
も
の
じ
れ
な
い
は
ず
だ
」

こ
の
数
’
J

日
八
咋
銀
行
の
回
以
不
能
依
権
の
魚
、

百
戸
川
芳
、
述
、
竿
止
、
J

レ
と
田
山
っ

L

い
る
の
は
大
蔵
ハ
ゲ
け
と
ゴ
銀
だ
け

と
斗
…
い
つ
亡
い

そ
1

）
て
実
慌
に
、
み
こ
れ
銀
行
ば
九
八
刊
I

日
ロ
け
に
、
兵
庫
「
（
の
第
二
地
銀
で
あ
る
阪
神
銀
じ
に
吸
収
ふ
科
さ
れ
る
三
こ
を
緊
哀
し

ア

n

こ
れ
は
事
実
仁
の
経
常
破
縦
で
あ
り
、
み
ど
り
銀
行
心
引
は
tυ
が
中
な
る
先
沃
り
政
治
に
じ
MLぎ
な
か
っ
J
J

、
」
と
を
一
が
L
て
J

る。

令市主ヨ号京｜先〕，， ，，」の此〉青少子政均干7ー

M
F
r
干
脱
党
（
B）

研
究
交
白
日
本
と
ノ
メ
リ

本
一
対
」
ん
は

l
l
%
 

、ょ

－j
一
七
今
度
文
部
科

yγ
有
利
見
J

川
町
究
費
怖
政
人
J

カ
の
金
融
政
策
ヲ
L

労
働
政
治
の
比
ぃ
収
付
先

訣
町
出
量
り

一
l
七
一

C
C仁
川

に
よ
る
研
究
成
来
の

部
で
ム
の
る
r

「
朝
日
制
問
〈
ハ
ひ
二
年

二
一
八
二
一
一
円
、
了
。
沖
門
M
J

一
り
～
川
大
計
叶
希
同
作
－
制
銀
什
不
倒
か
い
討
小
一
扇
状
日
本
山
科
J

山；
γ
部
付
汁
九
バ
ん
一

4
、
川
川
只

山内
M
U
山
志
「
J

本
u
h
ハ
行
の
内
ぺ
よ
ー
ー
さ
c

よる～
7
9
一
明
丘
小
帯
人
H

U

ペ
ム
ー
モ
シ
ド
性
、
九
九
八
年
、

…
内
野
山
淳
一
検
一
円
一
程
消
叫
一
九
九
ロ
ザ
一
先
弘
之
宮
じ
す
る
の
か
一
司
法
言
回
、
ハ
ハ
一
三
庁
、
一
ヘ
九
貞

一［十九
i

粁
計
制
問
一
一
ら
ん
ω

立－
t
b
J

八
j

い一明引

U
木
絞
間
割
問
汁
制
令
制
述
む
の

M
1｜
｜
市
川
波
は
な
ぜ
防
止
い
な
か
ハ
」
の
か
」
本
経
済
祈
聞
社
、

μ
ハ
七

crに
朝
刊

；
の
コ
事
は
、
副
ロ
引
開
計
約
w
己
百
科
治
漂
淀
川
則
H
K

引
聞
社
、
↓
」
口
一
、
〉
ニ
与

一
同
民

f; I 

コ
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U
木
絞
間
割
問
汁
析
、
f

吋
掲
へ
J
m
m
迷
r
h
の

れ

年

＼

凶

同

戸

、

E

…
内
野
山
守
山
川
、
前
一
以
内

Jm一一一伝的寸一一つ
2
：

；

？

H
H吋

（

p
～
パ
よ
不
V
J
t
d
旧
新
問
州
知
検
証
ぺ
／
ル
犯
を
な
さ
r？
っ
一
己
主
山
科
目
f

り
湖
周
辻
、

t
L
こ
こ
日
、

て
は
、
古
好
刊
行
彦
、
出
河
将
司
行
手
口
川
崎
吉
目
、
九
二
七
八
有
医
、
二

4
指
J
ヰ
p

さ
れ
て
い
る
）

｛
刊
、
川
正
経
凶
む
干
性
服
、
問
抱
一
金
融
巡

z
d刊
伴
、
ハ
一
只
九
ん
三
ギ
心
月
一
！
？
伐
只
集
会
の
資
料
右
乙
の
ベ
ー
パ

で
あ
〉
℃
い
ろ
ご
ー
は
、
A
L

泊
却
下
ゆ
、
」
戸
持
「
険
証
経
済
賄
事
、

ι

九
凹
豆
、
十
而
め
ば
山
山
H
U
L
L
去
る
）

戸
）
一
い
山
M
M
品
売
山
一
両
一
川
十
小
川
比
／
れ
の
い
同
ハ
山
手
、
一
、
一
丸
豆
r

ま
A

草
山
一
恒
ム
り
日
リ
y
r
M
H
↓
心
経
枠
に
つ
い
て
は
、
凶
貯
智
持
、
前
封
一
J

M

t

杯

よ川日』
A
Z

一
円
八
二
八
川
、
ー
ハ
八
ん
只
、
も
守
v

d

い一

日

『

円

J
木
川
に
い
剖
間
』
一
九
九
午
有
月
六
J
J
付
洲
二
l
u

（
同
一
川
頃
日
志
、
前
山
河
千
日
木
銀
れ
の
立
三
人
、
一
九
貝

九円、

T、
際
に
一
本
山
川
行
勾
峠
部
は
、
「
司
〆
処
理
｝
J

J
ハ
ヲ
む
を
慌
リ
返
」
一
心
立
川
山
な
ぐ
、
ハ
グ

ur
っ
て
モ
い
い
ら
、

M
U
刊
ス
L

L

1

ム
ど
近
刊
一

え
し
「
一
日
け
札
は
な
つ
な
い
一
〕
思
二
↑
い

f
」
、
、
剖
口
L

い
7

匂
一
一
一
訂
守
山
山
一
、
出
荷
『
検
証
告
出
店
H4一
円
八
九
日
ハ

一
日
～
川
大
計
叶
希
同
作
－
制
、
川
弔
J

培、刊がノ
J

ノ
九
州
川
H
m
な
き
点
ぃ
1
3

戸
川
町
、
（
ー
一
一
、
一
江

－
山
一
「
剖
J

引
開
ハ
ノ
一
心
一

Z

U

4

1

ハ
い
什
伺
刊
F

と
心
ノ
ン
タ
山
j

L

は
、
判
〕
剥
間
一
川
町
一
前
部
、
川
持
「
経
済
話
氏
、

パ
民
、
二
保
持

一
行
～
一
時
日
柏
町
一
九

ι
立
1

月
一
ヘ
日
す
ん
日
刊

－H
）
『
－
木
vVμ
剥
問
』
一
九
九
午
片
一

r
j
u
付
制
引
lο

｛
叩
一
朝
日
北
町
一
九
九
年
二
片
山

H
付
祈
刊
へ

（
川
川
～
一
明
日
制
問
一
九
ん
」
斗
（
月
一
4

寸
L
T刊
f

古
的
へ
「
凶
ム
ミ
誠
一
年

1
山
政
京
」
』
州
立
雨
、
じ
八
七
八
一

4
、一

一
朝
日
礼
町
一
九
九
年
二
片
、

H
付
祈
刊
へ

「一
4

木
託
料
判
問
』
一
ん
ん
問
～
μγ

い
什
三
「
付
朝
可
ド

一
日
本
経
jJh
執
同
一
一
ー
ん
九
午

μ
九

三

川

仏

f
「
、
ー
な
お
こ
の
件
に
つ
し

ι 
日川

同

－
の
ん
一
｛つ（什へ

J

立

「
l
二

什

戸

一

門
店
日
引
制
刊
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「
朝
日
制
問
一
九
九
年

H
h
c
u
h夕
刊

一
羽
口
利
町
一
九
九
午
二
刊
日
付
h
H

引い

一
明
日
制
問
一
九
ん
年
二
封
ノ
ロ

μ一同町刊

『
羽
己
制
問
F

一

九

九

年

二

H

q
口
付
朝
刊
（

一
朝
日
礼
町
一
九
九
年
ニ
バ
八
日
付
何
引
い

T

V

J

叫
ん
ム
融
制
問
一
一
ー
～
仏
向
付
い
い
J

F

、
j

い〔

7
と
一
日
経
主
叫
執
同
一
一
ー
ん
九
日
午
月
一
（
づ
け
利

｛
代
、
一
新
日
新
聞
一
九

ι
立

二

月

ん

口

川

fr刊

（
刊
日
～
「
一
明
口
剥
間
一
九
九
」
十
二
月
九
「
付
朝
可
ド

ペ
ど
一
7

1

一
ラ
九
九
日
牛
今
月
日
門
J

戸
山
、
一
口
T

小
川
社
託
制
河
一
一
ん
え
問

F
K
H一一口
N
M
V
刊

－M

『
司
口
剖
間
F

一
九
九
平
二
月
九
「
1

付
朝
一
i
o

c～
三
一
朝
日
不
出
一
九
九
年
二
片
一
日
汁
朝
刊

潟
、
も
っ
と
王
、
公
的
資
金
の
投
入
比
ば
汁
て
る
と
九
一
戸
’
も
忠
J

よ
し
紅
て
川
司
主
人
目
。
出
水
uuv
代
表
幹
事
は
、
合
住
機
測
の
小
長
信
権
処
理
、
の

公
民
主
主
の
県
人
に
つ
シ
九
一
全
域
機
庶
民
一
主
ず
、
ヘ
h
H
b
f
｝
減
ら
し
た
り
、
日
当
へ
し
柚
市
び
J
J
ι
f
p

～
り
、
山
町
野
川
J
K
T
X
シ
み
ま
だ
、

人れ↑
ω
ヘ
ー
ヴ
ど
は
な
い
｝
UUI

［
白
ノ
て
い
る
け
M
U
糸
川
ヌ
ー
λ

丸

一

伝

日

ヘ

U
付
制
問
。

－
m一
「
朝
日
制
問
一
九
九
年
二

H
L
n
E什
川
崎
刊
ぃ

ヘ叫
J

一
羽
口
利
町
一
九
九
午
二

q
九
日
刊
朝
刊
い

一
れ
～
一
時
日
柏
町
一
九

ι
立
f

二
ハ
一
け
ず
日
付
ゲ
刊
。

－
い
れ
）
『
羽
己
制
問
F

一

九

九

年

二

H

守
口
付
朝
刊
（

｛
均
一
朝
日
北
町
一
九
九
年
ニ
バ
九
日
付
軒
刊

（
叫
～
一
［
十
九
i

川
川
計
制
問
一
一
ら
ん
ω

（
ホ
月
一
了
一
行
jh引

－U
）
『
羽
己
制
問
F

一

九

九

年

二

H

5
付
制
古
川
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『
羽
己
制
問
F

一

九

九

年

二

H

q
口
付
朝
刊
（

一
朝
日
礼
町
一
九
九
年
ニ
バ
ハ
日
付
軒
刊

一
明
日
制
問
一
九
ん
年
二
封
六
日

μ一同刊

『
羽
己
制
問
F

一

九

九

年

二

H

八
口
付
朝
刊
（

一
日
京
経
叶
抗
己
一
化
ん
一
ケ
ヤ
【
一
川
口
川
地
ん
経
治
両
一

「一
4

口
町
一
人
ム
削
剥
問
』
一
ん
ん
～
μγ

月

六

日

ド

一
司
口
料
開
一
九
九
山
年
月

H
付
司
刊
J

一
新
日
新
聞
一
九

ι川
立
九
一
行
日
付
開
刊
〕

辺ハ人
J
Uレ
ト
。
川
正
広
明
文

3

i

i

L

メ
／
～
住
且
一
山
川
抗
』
ダ
イ
ヤ
エ
ノ
い
付
、

一
朝
日
不
出
一
九
九
円
ハ
パ
年
月
一
ハ
日
叶
日
刊

円三」
H
J
I

キ
山
叩
主
人
、
計
抱
一
日
ユ
寸
メ
ン
九
件
専
崩
壊
一
、
一
八
一
八
ニ
ヨ

『
フ
一
ラ
F

九
九
回
九
十
月
川
口
一

一
ヤ
ー
一
一
一
九
九
四

ι十
二
月
七
日
円
J

U
木，汁
U
r
庁
新
聞
計
制
、
一
一
花
d

山
子
不
明
叶
神
話
川
市
浪
』
、
一
↓
一
二
三
「

一
口
内
社
主
叫
叫
問
一
一
ー
ん
九
午
八
日

C
H利

一
ヤ
ー
一
一
一
九
九
四

ι十
月
一
日
円
J

マ
一
一
ブ
F

九
九
阻
ん
十
月
一
ド
ヨ

一
朝
日
北
町
一
九
九
年
ニ
バ
九
日
付
軒
刊

T

V

J

叫
ん
ム
融
制
問
一
一
ら
ん
ω

向
付
一
月
六
日

μf

『
羽
己
制
問
F

一
九
九
同
年
同
月
一
日
付
制
古
川

一
日
木
松
川
抗
日
一
一
九
九
円
ル
午
T
i
バ
パ
什
什
紅
刊
一
、
地
お
わ
川
、
川
下
旬
日
）
「

「一
4

木
託
料
判
問
』
一
ん
ん
問
市
ハ
レ
ベ

iw副
司
）

一
日
本
経
jJh
執
同
一
一
ー
ん
九
日
午
／
円
札
口
利
剖
刊

h
k六
年
、
ヒ
ー
ハ

1
九阜、
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－
川
山
一
「
一
木
討
が
剥
問
』
一

λ
九
同
町
ハ

H
一

一

イ

朝

刊

ヘ山川
J

日
本
松
山
叶
執

vr湘一
円
ポ
仁
日
出
仏

Ill－
菱
・
い
ん
広
人
f

肝
心
〆
色
キ

（
引
～
パ
よ
不
許
泊
料
開
州
知
、

d
卓
八
九
品
眠
法
lι
の
O
位

、

ノ

パ

1pf

ふ
と

U
木
絞
間
割
問
汁
析
、
f

吋

掲

忠

仁

川

尚

三

、

同

hp

｛
河
川
主
任
凶
熱
気
牡
向
師
、
前
持
飢
行
山
汰
で
川
口

（
凡
～
パ
よ
不
V
J
t
d旧
新
問
州
知
、
山
ド
卓
八
銀
行
山
丈
、
川
五
百
（

ア
、
二
一
い
抗
日
志
、
前
旧
向
日
不
J

判
れ
の
真
実
、
今
何
二
日
一
店
J

｛
町
内
、
日
必
志
、
前
川
河
一
日
だ
凱

h
の
真
市
芝
、
叫
二
ー
一
円
。

（川～

J
l

昨
日
刊
淳
、
計
出
向
ぷ
川
引

ω
d
i
J
v
暗

主

、

へ

↓

勺

九

い

お
）
こ
り
半
ρ

可
ご
つ
い
亡
は
一
小
説
ょ
が
h
一
本
、
両
川
戸
山
一
会
破
府
以
列
－
』

「メノ口

l
Jノ
ア
ッ
プ

J

P

ノ
ゴ
J
h
M求
＋
い
の
F
M
l

叶
n
t
人
句
什
ム
マ

1
1
一九｛口問、よ
J45出

（
月
一
件
夜
半
一
市
「
1
千
ユ
メ
シ
卜
人
以
則
岐
一
流
」
臼
波
苔
店
、
一
九
九
八
年
、
二
円

T
l
m
H
J

戸
川
刷
、
抗
出
報
道
か
、
h

削
る
な
ぐ
、
単
一
向
稔

ω
不
知
ノ
ペ
し
れ
川
出
同
州
惇
同
長
山
三
一
卓
昨
日
同
伝
説
に
「
二
円
い
紺
士
山
仏
不
的
に
処
珂
す
る
－
b
あ
れ
ま
－
J
U

－Y
」有
j

ロ
し
て
い
る
一
ヘ
ノ
可
h
Uに
は
パ
村
銀
行
川
長
も
払
村
汁
夜
故
福
に
、
日
組
む
い
込
足
ん
計
人
Y
一A
一μ
口
L
℃
る
口
木
松
川
町
川
向
仕
稿
、

前

抱

一

銀

行

尚

北

、

四

一

八

九

－
別
一
「
一
木
討
が
剥
問
』
一

λ
九

同

町

月

れ

い

朝

刊

ド

ヘ刊か
J

一
口
内
社
主
川
間
引
問
一
一
ー
ん
九
立
午
一
月
一
｝
日
引
な
お
、
こ
む
講
演
原
稿
の
刊
改
札
九
円
」
ウ
沼
て
は
、
一
日
町
1
J一
、
前
抱
一
検
一
日
将

川
陪
宮
、
問
、
ノ
四
川
口
、
を
事
聞
の
｝
乙
一

－h
制）

U
木
絞
間
割
問
汁
析
、
f

吋
掲
山
山
行
尚
三
、
一
一
一
一
一

hp

｛

制

な

お
P

J

〆
ラ
ン
ド
で
は
、
円
尖
飢
行
が
了
人
計
千
人
ν一
通
ヒ
エ
止
附
飢
れ
で
買
収
じ
～
ケ
ス
パ
ー
ク
。
〈

V

か
1

、
荒
誕
の
向
点
人
民
行
心
江

掛
か
，
一
件
れ
七
4
z

一
刑
務
代
あ
る
、
し
と
チ
認
め
、
ち
ぐ
に
政
府
a
n
H代
わ
り
し
h

と
い
～

c
山
川
脇

ai
山、

d
持

江

主

制

η
口
＋
コ
九
王
、
川
口
八
C

－利）

U
木
絞
間
割
問
汁
析
、
f

吋
掲
忠
仁
川
尚
三
、
二
＼
J
j
巳一六

川
本
計
済
新
聞
？

一
九
九
日
牛
、

山J

角
日
司

r
R

t
九
じ
年
、
二
二
一
八
店
、
か
参
考
～
な
る
c

大
蔵
古
町
此
示
前
川
引
所
長
）
一
窪
川
、
ん
え
一
二
’
九
戸
己
ら
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－
川
川
）
件
↓
…
山
一
、
訪
ね
可
y
r
d

「一メ
J
J

ト
合
湘
破
綻
＼
二
川
凶
LR

｛
町
一
日
木
松
川
抗
日
一
一
九
九
た
午
一
け
九
日
什
紅
刊

（
持
～
山
防
仙
一
』
い
士
一
、
京
以
内

y
コ
一
不
知
れ
の
真
実
、
同
一
向
、
l

－
的
）
山
内
M
U山
志
、
常
山
伺

1
E木
ー
日
行
の
i

一
弘
一
実
”
、
同
一
戸
九
U

｛
問
、
川
古
託
J

円
札
山
正
怜
肘
、
前
掲
人
f

叶枇ノ
4
4
7
刊
住
「
わ
七
到
、
白

R
Uユ
台
、
前
視
リ
開
立
川
計
十
一
同
情
一
三
、
す
け
八
出
、
九
一
ヴ
八
、

作

れ

日

日

本

N
U
F
v
新
聞
九
ん
川
年
二
月
パ
〆
什
朝
ー
の
社
説
の
哀
調
は
、

1
b
J仁
士
得
山
之
町
一
出
件
以
乃
「
乳
済
訟
七
」
て
内
け
、

一
」
叶
日
執
同
一
九
九
円
年
一
一
門
（
ノ
口
利
副
刊
の
仕
読
本
、
一
結
果
的
之
は
、

U
凸
抗
日
間
資
F

よ
り
、
同
日
託
金
鳩
山
刊
同
の
応
八
り
り
協
力
士

引
き
間
三
解
決
刀
ヨ
ム
れ
た
二
こ
は
、
引

Jr十
へ
き
だ
ヲ
灯
、
7
一
：

d
t
、
る
υ

品
売
新
町
」
九
九
相
川
信
一
一
一
九

H
付
駐
刊
汗
汁
－
出

よ
】
、
一
し
か
し
、
ぉ

JT
一
一
一
二
三
、
こ

7
し

つ

本

的

E
敵
同
門
的
な
解
決
刀
法
～
九
州
杭
り
治
さ
れ
ん
で

i
一
に
は
や
ば
り
店
利
山
内
六
引
昨
日
九
る
」
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山
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山
比

一
ゲ
コ
り
に
ぼ
い
る
も
の
の
、
ヘ
7
判
明
V
A
1
凶
に
つ
レ
亡
は
、

I
h
t
u
月
v
h
i
c
h
緊
急
避
司
持
位
ζ

…川
r
W
1
1二
レ
こ
論
い
て
い
る
口
以
初
か
ら
－
h

弘

前
主
唱
え
て
い
た
の
は
目
前
山
周
で

L
P
h
同
ム
二
月
一
コ

U
U
掛
川
川
の
社
一
品
川
ム
題
は
、
い
判
明
出
？
に
は
定
問
が
ー
る
し

J
J
D

の
で
お
一
た

け
大
計
叶
希
同
作
－
制
、
川
弔
J

飢
ノ
什
J
4汰
b

、

U
木，汁
U
r
庁
新
聞
計
制

J
F
｝
J
U

ヤ
ル
マ
て
ソ
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1
J
～
 

－ハ！
R
 

（
川
川
～
川
＋
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叶
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叫
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迷
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＼
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1
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＼
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川
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問
什
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－
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問
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抗
日
一
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九
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日
刊
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